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徳
川
前
期
に
お
け
る
明
代
古
文
辞
派
の
受
容
と
荻
生
徂
徠
の

｢

古
文
辞
学｣

　
　
　
　
　
　

─
─
李
・
王
関
係
著
作
の
将
来
と
荻
生
徂
徠
の
詩
文
論
の
展
開
─
─

藍　
　

弘　

岳

　
　
　
　

序

　

｢

古
文
辞
学｣

と
は
な
に
か
。
一
般
的
に
は
、
荻
生
徂
徠
な
い
し
徂
徠
学
派
の
詩
文
製
作
方
法
と
経
典
解
釈
方
法
と
の
二
つ
の
意
味
で
理
解
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
徂
徠
が｢

古
文
辞
学｣

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
の
は
た
だ
一
度
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
訳
文
筌
諦
初
（
（
（
編
』｢

題
言｣

「
合

古
今
而
一
之
、
是
吾
古
文
辞
学
」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
ほ
か
に
は
、
徂
徠
も
「
古
文
辞
の
学
」（
徂
徠
集
巻
二
十
七
、
答
屈
景
山
（
と
い
う
言

い
方
も
す
る
が
、｢

題
言｣

で
は
、「
古
文
辞
学
」
と
い
う
概
念
が
初
め
て
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
題
言
」
で
論
じ
ら
れ

た
秦
漢
以
前
の
「
古
文
（
（
（
辞
」
と
唐
詩
の
学
習
・
制
作
の
方
法
を
「
古
文
辞
学
」
と
捉
え
て
議
論
を
進
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の
意
味
で
の
「
古
文
辞

学
」
の
展
開
と
徳
川
前
期
に
お
け
る
明
代
古
文
辞
派
の
受
容
と
の
関
係
を
テ
ー
マ
に
し
て
検
討
す
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
既
に

多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。
し
か
し
、
管
見
で
は
、
次
の
二
つ
の
問
題
は
依
然
と
し
て
十
分
に
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
よ
り
詳
し
い
考
察

が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
、「
古
文
辞
学
」
が
ブ
ー
ム
に
な
る
徂
徠
以
前
の
徳
川
前
期
社
会
に
お
け
る
明
代
古
文
辞
派
関
係
書
籍
の
将
来
、
出
版
お

よ
び
利
用
の
情
況
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
東
ア
ジ
ア
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
明
代
に
お
け
る
明
代
古
文
辞
派
の
著
作
の
出
版
情
況
と
そ
れ
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ら
の
著
作
が
徳
川
日
本
に
将
来
さ
れ
て
出
版
さ
れ
た
情
況
と
を
比
較
し
て
、
全
面
的
に
整
理
、
考
察
し
た
論
考
は
い
ま
だ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ

う
し
た
考
察
を
通
し
て
初
め
て
、
徂
徠
以
前
の
日
本
に
お
け
る
明
代
古
文
辞
派
の
流
通
と
流
行
の
状
況
を
よ
り
適
切
に
把
握
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
李
・
王
（
李
攀
龍
と
王
世
貞
（
を
め
ぐ
っ
て
、
徳
川
前
期
に
お
け
る
明
代
古
文
辞
派
関
係
書
籍
の
将
来
と
出
版
お
よ
び

そ
の
利
用
の
情
況
を
考
察
す
る
こ
と
を
一
つ
の
課
題
と
す
る
。

　

さ
ら
に
、「
古
文
辞
学
」
の
流
行
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
荻
生
徂
徠
自
身
が
、
な
ぜ
明
代
古
文
辞
派
に
接
近
し
て
積
極
的
に
そ
の
詩
文
論
に
コ

ミ
ッ
ト
し
た
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
は
、
徂
徠
が
宋
代
の
文
章
と
異
な
る
李
王
の
文
章
の
文
体
に
現

れ
た
「
言
語
の
緊
迫
」
に
共
鳴
を
覚
え
た
と
、
指
摘
し
て
い
（
（
（
る
。
さ
ら
に
、
吉
川
氏
は
、
徂
徠
の
「
古
文
辞
学
」
の
主
張
と
実
践
の
確
立
に
つ
い

て
、
徂
徠
が
四
十
四
歳
ご
ろ
の
綱
吉
の
死
に
伴
う
吉
保
の
失
脚
と
徂
徠
自
身
の
致
仕
と
い
う
生
涯
の
大
転
機
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま

た
、
吉
川
氏
は
、
そ
れ
以
後
の
白
石
が
主
導
す
る
政
治
体
制
と
の
緊
張
関
係
が
徂
徠
学
派
の
「
古
文
辞
学
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く
ま
し
く
し

た
、
と
い
う
見
方
を
提
出
し（
５
（た。
こ
の
吉
川
氏
の
解
釈
は
、
そ
の
豊
富
な
中
国
文
学
の
学
殖
を
土
台
と
す
る
文
学
観
か
ら
の
解
釈
だ
け
で
は
な

く
、
当
時
の
社
会
状
況
を
も
配
慮
し
た
鋭
い
洞
察
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
片
岡
龍
が
提
出
し
た
の
は
、
徂
徠
が
明
代
古
文
辞
派
へ
接
近
し
た

の
は｢

失
わ
れ
た
中
華
を
求
め
て
の
遡
行
の
意
が
あ
っ
た｣

だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
「
公
安
派
の
文
学
説
と
仁
斎
学
と
の
平
行
性
」
へ
の
着

目
が
あ
り
、｢

当
時
の
東
ア
ジ
ア
学
術
界
に
蔓
延
し
て
い
た
相
対
主
義
的
な
思
考
を
包
み
込
み
、
止
揚
す
る
意
図
が
あ
っ
た｣

と
い
う
見
方
で
あ

る（
６
（。
こ
の
片
岡
氏
の
見
方
は
、
右
の
吉
川
氏
の
議
論
で
は
十
分
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
補
完
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
両
氏
を
含
め
て
従
来
の
研
究
で
は
、
徂
徠
の
詩
文
論
と
李
・
王
を
代
表
と
す
る
明
代
古
文
辞
派
、
な
い
し
ほ
か
の
明
代
古
文
辞
派
の

詩
論
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
徳
川
儒
者
の
詩
文
と
比
べ
て
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
か
は
、
十
分
に
説
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
殊
に
中
国
文
学
の
大
御
所
で
あ
る
吉
川
氏
は
、
明
代
古
文
辞
派
と
徂
徠
と
の
詩
文
を
「
退
屈
」
と
評
し
た
よ
う
に
、
否
定
的
に
見
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る（

（
（

。
私
が
思
う
に
は
、
吉
川
氏
の
明
代
古
文
辞
派
に
対
す
る
見
方
は
、
主
と
し
て
明
代
古
文
辞
派
に
対
し
て
批
判
的
な
立
場
を
取
っ
た

銭
謙
益
の
見
方
に
与
し
て
立
て
た
も
の
で
あ
る
（
８
（。
そ
う
い
う
見
方
は
、
む
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、
李
・
王
の
文
学
主
張
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
た
徂
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徠
の
文
学
思
想
を
考
察
す
る
た
め
に
、
よ
り
李
・
王
そ
し
て
徂
徠
の
立
場
に
立
つ
議
論
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
右
に

も
言
及
し
た
吉
川
氏
が
提
起
し
た
「
言
語
の
緊
迫
」
と
は
お
そ
ら
く
、
明
代
古
文
辞
派
に
お
け
る
実
字
を
多
用
し
て
「
修
辞
」
を
重
ん
じ
る
こ
と

に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
の
だ
が
、「
修
辞
」
と
の
関
連
で
、
明
代
古
文
辞
派
が
詩
文
の
「
声
」「
色
」、「
格
調
」
な
ど
を
重
視
す
る
こ
と
も
、
徂

徠
が
彼
ら
の
文
学
に
魅
力
を
感
じ
た
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
両
氏
の
議
論
を
踏
ま
え
、
徂
徠
の

「
古
文
辞
学
」
と
彼
が
積
極
的
に
明
代
古
文
辞
派
の
主
張
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
理
由
お
よ
び
そ
の
詩
文
論
を
考
察
す
る
。

　

以
下
、
右
に
提
出
し
た
課
題
を
検
討
す
る
流
れ
と
し
て
、
ま
ず
、
徳
川
前
期
に
お
け
る
明
代
古
文
辞
派
関
係
著
作
と
そ
の
文
学
主
張
の
受
容
に

関
す
る
考
察
を
行
な
う
。
さ
ら
に
、
徂
徠
が
積
極
的
に
明
代
古
文
辞
派
に
取
り
組
む
理
由
と
そ
の
詩
文
論
と
を
検
討
し
て
「
古
文
辞
学
」
の
一
側

面
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　
　

一　

徳
川
前
期
に
お
け
る
明
代
古
文
辞
派
関
係
著
作
・
詩
文
論
の
受
容―

―

李
・
王
の
著
作
を
め
ぐ
っ
て

　

明
代
古
文
辞
派
関
係
の
著
作
の
一
部
は
早
く
も
、
江
戸
初
期
の
日
本
に
将
来
さ
れ
た
。
こ
の
節
で
は
、
ま
ず
、
徂
徠
の
『
四
家
雋
』『
唐
後

詩
』
が
出
版
さ
れ
た
以
前
、
ど
れ
ほ
ど
の
明
代
古
文
辞
派
関
係
の
著
作
が
輸
入
・
出
版
さ
れ
た
か
を
考
察
す
る
。

　

１　

徳
川
前
期
に
お
け
る
李
・
王
関
係
著
作
の
輸
入
と
和
刻―

―
徂
徠
以
前

　

附
録
の
表
一
と
表
二
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
明
末
清
初
（
明
嘉
靖
末
期
か
ら
清
康
煕
ま
で
（
で
は
、
重
刊
本
・
補
修
本
な
ど
の
版
本
の
差
異
を

別
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
五
十
七
種
類
の
李
王
を
中
心
と
し
た
古
文
辞
派
関
係
の
詩
文
集
、
及
び
『
古
今
詩
刪
』
を
別
に
し
て
も
、
二
十
一
種

類
の
李
攀
龍
編
集
と
さ
れ
る
『
唐
詩
選
』
の
異
本
が
出
版
さ
れ
て
い
た
（
９
（。

そ
の
な
か
で
、
あ
れ
ほ
ど
難
読
だ
と
さ
れ
た
『
李
滄
溟
文
集
』
は
版
を

重
ね
て
十
三
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
明
刊
本
が
出
版
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
明
代
後
期
こ
と
に
万
暦
期
に
お
け
る
李
の
詩
文
の
流
行
ぶ
り
を
よ
く
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物
語
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
代
中
期
以
後
、
科
挙
に
合
格
で
き
な
か
っ
た
知
識
人
を
集
め
て
編
集
チ
ー
ム
を
組
ん
で
模
倣
、
剽
窃
な
ど
の
手

段
に
よ
っ
て
、
科
挙
の
た
め
の
実
用
書
や
有
名
人
に
仮
託
し
た
評
注
が
つ
い
た
詩
文
選
集
な
ど
を
編
纂
す
る
多
く
の
書
商
が
現
れ
（
（（
（
た
。
附
録
の
表

一
と
二
に
挙
げ
た
書
物
の
多
く
も
、
そ
う
い
う
書
商
が
著
名
人
に
偽
託
し
て
作
っ
た
本
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
後
に
も
触
れ
る
『
唐
詩
訓
解
』

は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

次
に
、
こ
れ
ら
の
書
籍
が
、
後
述
の
徂
徠
の
『
唐
後
詩
』
が
出
版
さ
れ
る
以
前
の
日
本
に
ど
れ
ほ
ど
将
来
さ
れ
た
の
か
、
を
考
察
す
る
。
表

三
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
類
書
に
収
録
さ
れ
た
も
の
と
王
世
貞
の
史
学
関
係
の
著
作
を
除
い
て
も
、
少
な
く
と
も
三
十
三
種
類
の
李
・
王
の
詩

文
関
係
の
著
作
と
七
種
類
の
『
唐
詩
選
』
の
異
本
が
享
保
以
前
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
明
代
後
期
か
ら
清
朝
初
期

ま
で
に
出
版
さ
れ
た
李
・
王
関
係
詩
文
集
の
半
数
ほ
ど
が
日
本
に
入
っ
て
来
て
い
る
。
実
際
の
数
は
お
そ
ら
く
こ
れ
よ
り
ず
っ
と
多
い
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
と
く
に
注
意
し
た
い
の
は
、
崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
（
に
出
版
さ
れ
た
『
石
倉
十
二
代
詩
選
』
が
寛
永

十
二
年
（
一
六
三
五
（
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と
と
、
崇
禎
年
間
（
一
六
二
八
～
一
六
四
四
（
に
出
版
さ
れ
た
『
皇
明
經
世
文
編
』
が
寛
永
十
六
年

（
一
六
三
九
（
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
籍
は
、
中
国
で
出
版
さ
れ
て
か
ら
十
年
も
立
た
な
い
内
に
日
本
に
持
ち
渡

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
徳
川
前
期
に
お
い
て
は
、
一
部
の
中
国
の
書
物
が
速
い
ペ
ー
ス
で
輸
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
か
も
、『
唐
後
詩
』
が
出
版
さ
れ
る
前
に
、
す
で
に
多
く
の
李
・
王
の
詩
文
関
係
の
書
物
が
日
本
に
将
来
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
一
部

は
和
刻
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、『
和
刻
本
漢
詩
集
（
（（
（
成
』
に
よ
れ
ば
、
李
卓
吾
編
『
明
詩
選
』（
延
宝
六
年
（、
汪
萬
頃
選
注
・
瀧
川
昌
楽
点
の
『
皇

明
千
家
詩
』（
貞
享
二
年
（、
李
卓
吾
編
『
続
皇
明
詩
選
』（
正
徳
五
年
（、
伊
藤
蘭
嵎
編
『
明
詩
大
観
』（
享
保
二
年
（
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
（
（（
（

』
に
よ
れ
ば
、
右
の
明
詩
集
の
ほ
か
に
、『
新
刻
陳
眉
公
攷
正
国
朝
七
子
詩
集
註
解
』
は
元
禄
二
年

に
出
版
さ
れ
て｢

元
禄
五
年
刊
書
籍
目
録｣

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
注
意
し
た
い
の
は
、『
唐
詩
選
』
の
異
本
の
一
つ
で
あ
る

『
唐
詩
訓
解
』
が｢

寛
文
十
年
刊
書
籍
目
録｣

｢｢

寛
文
十
一
年
刊
書
籍
目
録｣

｢

延
宝
三
年
刊
書
籍
目
録｣

｢

元
禄
五
年
刊
書
籍
目
録｣

に
見
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
徳
川
前
期
で
は
、『
唐
詩
訓
解
』
は
次
第
に
、『
三
体
詩
』
と
『
錦
繍
段
』
な
ど
五
山
文
学
の
伝
統
を
汲
ん
だ
詩
文
集
と
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同
じ
く
、
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

２　

徳
川
前
期
に
お
け
る
明
代
古
文
辞
学
関
係
著
作
の
流
行
と
そ
の
評
価

　

右
の
よ
う
に
、
李
・
王
を
代
表
と
す
る
明
代
古
文
辞
派
の
関
係
著
作
は
、
早
く
も
江
戸
の
始
め
か
ら
輸
入
さ
れ
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

徳
川
儒
学
の
祖
と
も
い
え
る
藤
原
惺
窩
と
家
康
に
仕
え
た
若
き
の
林
羅
山
と
の
書
信
の
や
り
と
り
の
中
で
、
す
で
に
李
・
王
関
係
の
書
籍
と
そ
の

内
容
に
触
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
惺
窩
の
羅
山
宛
の
書
信
に
は
、｢

李
于
鱗
帰
足
下
之
掌
握
否（

（（
（

｣
｢

于
鱗
文
不
落
足
下
之
手
云
々
。
在
足
下
則
欲

遂
再
見
、
在
他
則
不
要
借
焉（

（（
（

｣
な
ど
と
再
三
に
李
の
書
の
貸
借
を
尋
ね
て
い
る
内
容
が
あ
る
。
惺
窩
が
い
う｢

于
鱗
文｣

と
は
お
そ
ら
く
、
羅

山
の
『
即
見
書
目
』
に
見
ら
れ
る
『
滄
溟
文
選
』
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
手
紙
の
文
面
か
ら
、
惺
窩
が
李
の
文
章
に
対
し
て
あ
る
程
度
の

興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
惺
窩
は
羅
山
宛
て
の
手
紙
で｢

左
逸
終
精
覧
、
珍
重
一
篇
之
品
評
。
吾
邦
又
不
為
無
一
鳳

洲
。
文
已
然
、
道
学
豈
不
然
乎
、
況
道
外
無
文
、
文
外
無
道
。
足
下
立
志
已
如
此
、
彼
鳳
洲
者
不
足
多
焉（

（（
（

｣

と
述
べ
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
惺
窩
は｢

文｣

と｢

道｣
と
を
一
致
さ
せ
る
理
学
の
文
学
観
か
ら
は
王
鳳
洲
（
王
世
貞
（
の
文
章
を
必
ず
し
も
評
価
し
な
か

っ
た
が
、｢

文｣

の
視
点
か
ら
は
そ
の
文
章
を
評
価
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
れ
で
は
、
羅
山
は
李
・
王
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
彼
は

青
年
の
こ
ろ
す
で
に
、
明
代
古
文
辞
派
の
文
章
に
つ
い
て
「
世
之
議
之
者
謂
佶
屈
聱
牙
、
不
為
句
読
…
…（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
考
え
は
晩
年

に
至
っ
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た（

（（
（

。

　

惺
窩
と
羅
山
は
李
・
王
の
文
章
に
言
及
し
て
い
る
が
、
彼
ら
の
詩
あ
る
い
は
李
攀
龍
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
唐
詩
選
』
に
つ
い
て
は
論
じ
て

い
な
い
。
だ
が
、
惺
窩
の
弟
子
で
あ
る
と
同
時
に
羅
山
と
師
友
の
契
り
を
結
ん
で
羅
山
の
推
薦
に
よ
っ
て
徳
川
頼
宣
に
仕
え
て
和
歌
山
藩
の
藩
儒

に
な
っ
た
永
田
善
斎
（
一
五
九
六―

一
六
六
四
（
は
、
そ
の
『
膾
余
雑
録（

（（
（

』
に
お
い
て
、『
唐
詩
選
』
の
み
な
ら
ず
『
七
子
詩
集
』『
白
雪
楼
詩

集
』『
滄
溟
集
』
に
も
ふ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
本
の
中
で
い
わ
ゆ
る
後
期
明
代
古
文
辞
派
の
「
七
子
」
の
出
自
な
ど
を
説
明
し
、『
唐
詩

選
』
の
唐
詩
解
釈
を
「
好
的
当
」
だ
と
評
価
し
て
い
る
。
彼
は
江
戸
初
期
の
和
歌
山
藩
の
書
庫
を
管
理
し
て
お
り
、
林
羅
山
と
同
じ
く
輸
入
さ
れ
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た
多
く
の
漢
籍
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
右
の
よ
う
に
明
代
古
文
辞
派
関
係
の
著
作
を
数
多
く
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、『
膾

余
雑
録
』
は
こ
う
し
て
日
ご
ろ
に
読
ん
だ
和
漢
の
書
籍
の
語
句
を
摘
出
、
記
載
し
て
簡
単
に
感
想
を
述
べ
た
ノ
ー
ト
で
あ
る
か
ら
、
彼
が
李
王
の

詩
文
集
と
『
唐
詩
選
』
に
言
及
し
て
い
て
も
、
特
に
李
王
の
文
学
主
張
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
永
田
善
斎
と
同
じ
く
和
歌
山
藩
に
勤
め
て
い
た
那
波
活
所
（
一
五
九
五―

一
六
四
八
（
も
、「
李
滄
溟
著
唐
詩
選
甚
愜
素
心
、
学
詩
舎
之

何
適
哉
」（『
活
所
備
忘
録
』
巻
二
（
と
、
唐
詩
を
学
ぶ
た
め
の
最
適
の
選
集
と
し
て
『
唐
詩
選
』
を
賞
賛
し
て
い
た
し
、
明
代
古
文
辞
派
の
詩
に

明
確
に
言
及
し
て
い
る（

（（
（

。

　

し
か
し
、
右
の
永
田
善
斎
と
那
波
活
所
が
ど
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
『
唐
詩
選
』
を
読
ん
だ
か
は
実
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
彼
ら
の
次

の
世
代
に
あ
た
る
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇
－
一
七
一
四
（
は
「
集
詩
者
甚
多
、
独
李
攀
龍
之
所
輯
唐
詩
選
最
佳
…
…
且
其
訓
解
亦
頗
精
詳
（
（（
（

」
と
、

『
唐
詩
選
』
を
推
奨
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
引
用
文
に
は｢

訓
解｣

と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
た
し
、
彼
の
作
だ
と
さ
れ
る
『
初
学
詩
法
』
の
「
考

用
書
目（

（（
（

」
で
は
『
唐
詩
訓
解
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、『
唐
詩
訓
解
』
を
使
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
元
禄
期
前
後
に
活
躍
し
て

い
た
鳥
山
芝
軒
（
一
六
五
五―

一
七
一
五
（
も
『
唐
詩
訓
解
』
を
一
つ
の
唐
詩
学
習
の
教
材
と
し
て
使
っ
て
い
た（

（（
（

。
そ
の
ほ
か
に
、
木
下
順
庵
門

下
の
新
井
白
石
ら
も
『
唐
詩
訓
解
』
を
唐
詩
学
習
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
薦
め
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら
に
、『
蘐
園
雑
話
』
に
よ
れ
ば
、
徂
徠
自
身
も
南
総

に
い
た
頃
、『
唐
詩
訓
解
』
を
抄
写
し
、｢

此
南
総
之
旧
物
、
後
足
見
予
之
所
以
勤
也｣

と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
徂
徠
は｢

数
十
年
前
、
宿
学
老

儒
、
尊
信
三
体
詩
・
古
文
真
宝
至
於
四
子
五
経
並
矣
。
殊
不
知
周
弼
一
無
名
男
子
、
林
以
正
書
賈
也
。
近
来
漸
覚
其
非
、
而
以
唐
詩
訓
解
代
（
（（
（
之

｣

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
前
節
で
検
討
し
た
出
版
史
の
事
実
と
平
行
し
て
、
寛
文
ご
ろ
か
ら
出
回
り
始
め
た
『
唐
詩
訓
解
』
は
、
確
か

に
儒
者
、
文
人
の
間
で
次
第
に
流
行
し
て
い
っ
た
。
だ
が
、
同
文
の
中
で
徂
徠
は｢

于
鱗
豈
有
訓
解
哉｣

と
、『
唐
詩
訓
解
』
が
李
攀
龍
に
偽
託

さ
れ
た
も
の
だ
と
、
は
っ
き
り
判
定
し
て
退
け
た
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
は
宋
元
な
い
し
五
山
の
学
問
と
繋
が
る
『
三
体
詩
』
だ
け
で
は
な
く
、
明

代
後
期
に
制
作
さ
れ
た
粗
雑
な
版
本
ま
で
を
退
け
よ
う
と
し
た
。
こ
の
徂
徠
の
学
問
姿
勢
は
、
彼
の
『
唐
後
詩
』
と
服
部
南
郭
の
『
唐
詩
選
』
の

校
訂
に
繋
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
後
述
（。
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と
も
か
く
、
李
の
編
纂
だ
と
さ
れ
る
『
唐
詩
選
』
の
流
行
は
、
徂
徠
が
唱
え
た
以
前
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
。
特
に
、
木
下
門
下
の
儒
者
は
徂

徠
学
派
の
人
と
同
じ
く
、
明
代
古
文
辞
派
の
盛
唐
詩
を
理
想
と
し
て
そ
の
詩
論
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
徂
徠
自
身
は
、

｢

有
錦
里
夫
子
者
出
、
而
槫
桑
之
詩
皆
唐
矣｣

（
巻
八
「
叙
江
若
水
詩
」（
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
木
門
の
白
石
は
徂
徠
に
少
し
先
立
っ
て
李

王
の
詩
論
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
、
元
禄
十
五
年
に
書
い
た
『
室
新
詩
評（

（（
（

』
で
、
初
盛
唐
詩
を
学
ぶ
こ
と
を
薦
め
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、「
明
の
七
子

よ
り
以
来
は
殊
の
外
声
律

0

0

0

に
も
心
を
用
候
と
相
見
候
。
唐
詩
訓
解
の
中
拗
体
此
事
を
論
し
申
候
処
に
相
見
へ
候
へ
き
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は

『
唐
詩
訓
解
』
を
通
し
て
、
明
代
古
文
辞
派
の
七
子
が
「
声
律
」
を
重
ん
じ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
よ
う
な
考
え
に
与
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
し

ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
白
石
だ
け
で
は
な
く
、
同
じ
く
木
門
の
後
進
た
る
祇
園
南
海
は
享
保
六
年
に
書
い
た
『
明
詩
俚
評
（
（（
（

』
の
序
文

で
漢
唐
詩
を
学
ぶ
階
梯
と
し
て
の
明
詩
（
以
下
、
明
詩
階
梯
論
と
す
る
（
を
推
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
明
詩
階
梯
論
は
白
石
と
南
海
の
も
の
だ
け

で
は
な
く
、『
明
詩
俚
評
』
の
序
文
を
書
い
た
新
井
白
蛾
と
そ
の
書
の
跋
文
を
書
い
た
穂
積
以
貫
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、

徂
徠
の
『
唐
後
詩
』
以
前
に
出
版
さ
れ
た
『
明
詩
大
観
』
の
序
文
を
書
い
た
仁
斎
学
派
の
香
川
修
徳
は
正
徳
四
年
ご
ろ
、｢

詩
至
乎
唐
而
極
焉
。

不
必
言
矣
。
唯
明
而
後
可
庶
幾
也
…
…
優
入
唐
域
者
莫
滄
溟
如
也｣

と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
見
れ
ば
、
同
じ
く
木
門
に
所
属
す

る
柳
川
震
澤
と
い
う
、
李
・
王
の
書
を
愛
読
し
て
そ
の
主
張
に
明
確
に
与
し
た
人
物
も
い
た（

（（
（

。
ま
た
、
松
永
尺
五
の
門
下
生
た
る
滝
川
昌
楽
は
、

貞
享
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
皇
明
千
家
詩
』
の
序
文
で｢
明
儒
為
詩
学
之
捷
径｣

と
も
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

　

右
の
よ
う
に
、
盛
唐
詩
重
視
の
考
え
と
明
詩
階
梯
論
と
は
、
徂
徠
が
古
文
辞
学
を
唱
え
る
前
か
ら
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
特
に
、
朝
鮮
通
信

使
た
ち
が
心
か
ら
賞
賛
し
て
そ
の
詩
を
「
有
盛
唐
人
口
気
（
（（
（

」
と
評
し
た
新
井
白
石
は
そ
の
先
駆
け
と
も
言
え
る
。
た
だ
し
、
白
石
の
明
代
古
文
辞

派
へ
の
接
近
は
次
の
二
点
で
徂
徠
と
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
白
石
は
単
に
詩
に
限
っ
て
、｢

声
律｣

を
重
ん
じ
る
明
代
古
文
辞
派
の

詩
論
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
徂
徠
は
詩
論
だ
け
で
な
く
李
王
の
文
章
論
に
も
与
し
て
い
る
。
し
か
も
、
後
述
の
よ
う

に
、
徂
徠
は｢

声
律｣

の
点
だ
け
で
李
・
王
の
詩
論
を
評
価
し
た
の
で
は
な
い
。
も
う
一
つ
は
、
白
石
は
明
代
古
文
辞
派
の
詩
を
学
ぶ
べ
き
だ
と

考
え
て
、『
唐
詩
訓
解
』
を
も
教
材
と
し
て
使
っ
て
い
た
が
、
彼
は
必
ず
し
も
宋
詩
を
排
除
し
た
の
で
は
な
い（

（（
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
徂
徠
は
明
確
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に
宋
詩
を
批
判
し
て
、『
唐
詩
訓
解
』
を
も
偽
書
と
し
て
退
け
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
も
、
徂
徠
が
李
王
の
文
学
主
張
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
把
握
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
徂
徠
は
な
ぜ
李
・
王
の
詩
文
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　

二　

李
・
王
の
詩
文
を
研
究
す
る
契
機
と
そ
の
詩
文
選
集
の
編
纂
お
よ
び
出
版

　

通
説
に
よ
る
と
、
徂
徠
が
三
十
九
、四
十
歳
頃
、
あ
る
破
産
し
た
蔵
書
家
か
ら
購
入
し
た
書
物
の
中
に
李
攀
龍
と
王
世
貞
の
文
集
な
ど
が
あ

り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て｢

古
文
辞｣

を
学
び
始
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
確
か
に
、
徂
徠
の
蔵
書
内
容
を
教
え
て
く
れ
る
『
蘐
園
蔵
書

目
録（

（（
（

』
に
は
、『
觚
不
觚
録
』『
李
空
同
集
』『
李
滄
溟
集
』『
滄
溟
文
選
狐
白
』『
四
部
稿
』『
唐
詩
選
』『
尺
牘
清
裁
』『
七
才
子
詩
』『
世
説
新
語

補
』『
弇
洲
史
粋
（
料
の
誤
写―

―
筆
者
（』『
七
名
公
尺
牘
』
な
ど
の
明
代
古
文
辞
派
関
係
の
書
籍
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
彼
が
い
つ

か
ら
こ
れ
ら
の
明
代
古
文
辞
派
関
係
の
書
物
を
読
み
始
め
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
彼
が
十
代
ご
ろ
読
ん
だ
『
史
記
評
林
』『
前
漢
書
評
林
』
に

は
す
で
に
王
世
貞
と
李
攀
龍
ら
の
古
文
辞
派
の
文
学
に
対
す
る
見
解
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（（
（

し
、
既
述
の
よ
う
に
、
二
十
代
ご
ろ
す
で
に
『
唐
詩
訓

解
』
を
抄
写
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
彼
は
、
明
確
に｢

古
文
辞
学｣

を
唱
え
た
以
前
す
で
に
李
攀
龍
と
王
世
貞
の
名
を
知
っ
て
お
り
、
李
・

王
の
文
学
に
対
す
る
見
解
を
あ
る
程
度
理
解
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、
通
説
が
言
う
よ
う
に
、
徂
徠
は
四
十
歳
ご
ろ
か
ら
明
代
古
文
辞

派
の
も
の
を
本
格
的
に
研
究
し
始
め
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
後
、
彼
は
『
詩
題
苑
』『
柏
梁
余
材
』（
佚
失
（『
唐
後
詩
』『
絶
句
解
』『
絶
句
解

拾
遺
』『
四
家
雋
』『
古
文
矩
』
な
ど
の
明
代
古
文
辞
派
関
係
の
著
作
を
著
し
た（

（（
（

。
結
局
、
一
部
の
『
唐
後
詩
』
以
外
、
他
の
い
ず
れ
も
、
徂
徠
自

身
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。
以
下
、
徂
徠
が
四
十
代
ご
ろ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
李
・
王
の
詩
文
に
対
す
る
注
釈
・
編
纂
に
力
を
入
れ
て
い

た
か
を
考
察
す
る
前
に
、
李
・
王
の
詩
文
を
研
究
し
よ
う
と
し
た
問
題
意
識
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

　

１　

李
・
王
の
詩
文
を
研
究
す
る
契
機―

―
｢

復
古｣

の
志
・「
和
訓
」
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徂
徠
が
五
十
歳
の
時
、「
不
佞
茂
卿
自
少
小
修
文
章
之
業
、
慨
然
有
志
乎
復
古
。
於
是
昭
曠
遠
覧
乎
千
歳
、
唯
明
李
于
鱗
先
生
王
元
美
先
生
則

殆
庶
乎
哉
」（『
徂
徠
集
』
巻
二
十
五
「
與
佐
子
厳
」（
と
回
顧
し
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
に
よ
れ
ば
、
彼
を
李
・
王
の
文
学
主
張
へ
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
に
導
い
た
の
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
の
「
文
章
の
業
」
に
お
け
る
「
復
古
」
の
「
志
」
で
あ
る
。
彼
が
い
つ
か
ら
そ
う
い
う
志
を
抱
い
た
か

は
不
明
で
あ
る
が
、「
文
章
の
業
」
だ
と
強
調
し
て
い
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
彼
が
復
帰
し
た
が
っ
て
い
る
古
と
は
、
か
つ
て
「
文
章
の
業
」
が
隆

盛
し
て
い
た
日
本
の
古
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
彼
が
四
十
三
歳
の
時
に
書
い
た
「
叙
江
若
水
詩
」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

嘗
窃
揚
搉
詩
所
繇
隆
降
論
其
世
、
則
寧
平
之
際
於
斯
為
盛
。
…
…
野
篁
・
藤
常
嗣
之
倫
皆
渢
渢
乎
治
世
音
哉
。

　

こ
の
引
用
文
の
最
初
の
と
こ
ろ
で
徂
徠
が
「
嘗
て
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
文
を
書
く
以
前
、
彼
は
す
で
に
、
野
篁
（
小
野
篁
八
〇
二

―

八
五
二
（・
藤
常
嗣
（
藤
原
常
嗣
八
〇
六―

八
四
〇
（
な
ど
の
詩
人
が
活
躍
し
て
い
た
寧
平
の
際
（
奈
良
、
平
安
初
期
（
を
回
帰
す
べ
き
「
古
」

と
す
る
考
え
を
持
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
徂
徠
に
と
っ
て
、「
寧
平
之
際
」
に
回
帰
す
べ
き
だ
と
い
う
の
は
、
そ
の
時
代
が
単
に
平
和
で
詩
文
が
隆
盛
し
て
い
た
か
ら
と
い
う

だ
け
で
は
な
い
。
彼
は
「
題
唐
後
詩
総
論
後
」
で
、「
其
在
寧
平
之
際
乎
、
如
鼂
衡
（
阿
倍
仲
麻
呂―

筆
者
（・
藤
万
里
（
藤
原
万
里―

筆
者
（・

常
嗣
・
野
篁
廁
諸
唐
人
難
可
辨
識
。
曁
乎
、
皇
華
不
航
、
而
人
不
識
華
音
。
読
書
作
詩
、
一
唯
和
訓
是
慿
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
寧
平

の
際
の
詩
人
が
作
っ
た
詩
は
和
訓
の
弊
害
を
蒙
っ
て
お
ら
ず
、
唐
代
中
国
詩
人
の
詩
と
区
別
で
き
な
い
ほ
ど
和
習
の
な
い
も
の
だ
と
評
さ
れ
て

い
る
。
徂
徠
が
抱
い
た
「
復
古
」
の
志
は
、
日
本
人
が
盛
世
に
相
応
す
る｢

和
習｣

の
な
い
詩
文
を
再
び
作
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
志
で
も
あ

る
。
彼
が
盛
唐
詩
と
秦
漢
以
前
の
文
を
重
ん
じ
る
李
・
王
の
詩
文
論
に
共
鳴
を
覚
え
た
の
も
、
李
・
王
の
詩
文
論
が
単
な
る
復
古
の
詩
論
で
あ
る

に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
こ
に
は
日
本
人
が
漢
詩
文
を
作
成
す
る
際
に
直
面
す
る
和
訓
の
弊
害
を
克
服
す
る
方
法
と
し
て
の
可
能
性
が
潜
ん
で
い
る
か

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
徂
徠
が
三
十
代
ご
ろ
に
提
出
し
た
和
訓
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
「
訳
文
の
学
」
の
延
長
線
に
、
李
・
王
の
詩
文
論
に
新
た

な
意
味
を
発
見
し
て｢

古
文
辞
学｣

を
提
出
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
単
に
「
和
習
」
の
よ
う
な
問
題
を
克
服
す
る
た
め
な
ら
、
古

文
辞
で
な
く
て
も
、『
訳
文
示
蒙
』
で
挙
げ
た
『
朱
子
語
類
』
な
い
し
韓
柳
の
古
文
及
び
『
三
体
詩
』
に
重
ん
じ
ら
れ
た
晩
唐
詩
を
模
倣
・
習
熟
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す
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
盛
唐
詩
と
秦
漢
以
前
の｢

古
文
辞｣

を
学
ぶ
対
象
と
し
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
問
題
は
次
節
で
検
討
す
る
。
そ
の
前
に
徂
徠
が
い
か
に
李
・
王
の
詩
文
選
集
の
編
纂
と
出
版
に
力
を
入
れ
て
い
た
か
を
考
察
す
る
。

　

（　

李
・
王
の
詩
文
選
集
の
編
纂
と
出
版
（
一
（―

―

文
集

　

徂
徠
は
『
四
家
雋
』『
古
文
矩
』
と
の
二
つ
の
明
代
古
文
辞
派
の
文
章
を
収
録
し
た
文
集
を
編
纂
し
た
。
二
書
と
も
彼
の
死
後
に
宇
佐
美
灊
水

に
よ
っ
て
校
正
、
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
四
家
雋
』
と
比
べ
れ
ば
、『
古
文
矩
』
は
李
攀
龍
が
書
い
た
「
序
」
と
い
う
文
体
の
文
章
し
か

取
ら
な
い
。『
古
文
矩
』
は
い
つ
書
か
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
灊
水
が
「
吾
党
之
士
欲
学
古
文
辞
者
当
先
読
四
家
雋
、
欲
通
四
家
雋

者
、
当
先
読
此
書
」（『
古
文
矩
』
序
（
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
古
文
辞
学
の
入
門
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、『
蘐
園
雑
話
』
に
よ
る
と
、『
四
家
雋
』
は
も
と
も
と
「
漢
後
文
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る（

（（
（

。
徂
徠
が
五
十
五
歳
に
書
い
た
「
與

佐
子
嚴
四
書
」
で
「
不
佞
亦
選
唐
後
詩
、
漢
後
文
若
干
巻
。
其
唐
後
詩
庚
集
辛
集
既
付
剞
劂
」（
徂
徠
集
巻
二
十
五
（
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

『
漢
後
文
』
を
『
唐
後
詩
』
と
同
じ
よ
う
に
出
版
し
よ
う
と
し
た
。
お
そ
ら
く
徂
徠
が
こ
の
時
に
「
四
家
雋
例
六
則
」
を
書
い
た
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。

が
、
そ
れ
は
徂
徠
の
生
前
に
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
後
述
す
る
『
唐
後
詩
』
の
場
合

と
同
じ
く
、
ま
ず
は
経
費
の
問
題
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
当
時
の
徂
徠
が
専
ら
「
道
」
の
解
明
に
関
す
る
経
学
解
釈
の
仕
事
に
力
を
傾
注
し
て
い
た

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
四
家
雋
例
六
則
」
に
よ
れ
ば
、
彼
が
『
四
家
雋
』
を
編
纂
・
出
版
し
よ
う
と
し
た
理
由
は
、「
蒙
学
」

（
学
問
の
初
心
者
（
の
た
め
に
新
た
な
「
作
文
之
規
矩
準
縄
」
を
示
し
て
、「
六
経
十
三
家
（
（（
（

」
と
い
っ
た｢

古
文
辞｣

を
読
む
基
礎
学
力
を
得
る
入

門
書
を
提
供
し
て
、
こ
れ
ま
で
日
本
に
流
行
っ
て
い
た
『
文
章
軌
範
』『
文
章
正
宗
』『
唐
宋
八
大
家
』
な
ど
の｢

宋
調｣

的
な
文
章
選
集
（｢

宋

文｣

（
を
退
け
、｢

修
辞｣

が
施
さ
れ
た｢

古
文
辞｣

を
重
視
す
る
新
し
い
文
章
観
の
基
準
を
作
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
再
論

す
る
。
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（　

李
・
王
の
詩
文
選
集
の
編
纂
と
出
版
（
二
（―

―

詩
集

　

明
代
古
文
辞
派
の
詩
に
関
し
て
、
徂
徠
の
名
義
で
『
唐
後
詩
』『
絶
句
解
』『
絶
句
解
拾
遺
』『
詩
題
苑
』
が
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
、
上
に
挙

げ
た
諸
書
は
、『
詩
題
苑
』
を
除
き
、
内
容
的
に
重
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、『
詩
題
苑
』
に
つ
い
て
は
、
南
郭
は
「
一
時
戯
作
、
亦
小
児
弁
物
爾
、

不
必
当
弘
行
者
（
（（
（

」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
が
、
徂
徠
の
著
作
と
し
て
い
る
。
次
に
、
徂
徠
が
四
十
六
歳
の
時
に
書
か
れ
た
山
県
周
南
宛
の
書
信
に
は
、

「
予
閒
者
又
為
髦
生
苦
唐
詩
選
大
寥
寥
、
不
足
以
廣
其
思
。
故
手
汰
二
公
近
體
若
干
首
、
一
取
其
合
盛
唐
者
、
略
加
箋
釈
、
行
將
問
梓
」
と
あ
る

（
徂
徠
集
巻
二
十
一
、
與
県
次
公
三
（。
と
す
る
と
、
少
な
く
と
も
そ
の
時
か
ら
彼
は
明
代
古
文
辞
派
の
詩
選
集
の
編
纂
に
着
手
し
て
い
た
と
言
え

る
。
が
、『
徂
徠
集
稿
（
（（
（

』
に
よ
る
と
、
徂
徠
が
同
じ
年
に
出
し
た
「
與
県
次
公
四
」
で
、「
文
罫
及
唐
詩
典
刑
即
選
王
李
詩
者
、
以
予
小
築
殺
俸
不

少
故
不
能
刊
也
」
と
、
牛
込
で
家
を
新
築
し
て
、
俸
禄
が
多
く
使
わ
れ
た
の
で
刊
行
で
き
な
か
っ
た
と
の
旨
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
手
紙

に
よ
る
と
、
彼
は
こ
の
詩
選
集
を
『
唐
詩
典
刑
』
と
名
づ
け
、「
王
李
詩
」
を
選
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
『
唐
詩
典
刑
』
は
後
に
出
版
さ
れ

た
『
唐
後
詩
』『
絶
句
解
』『
絶
句
解
拾
遺
』
の
原
型
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

徂
徠
が
五
十
五
歳
の
時
に
、『
唐
後
詩
』
の
一
部
分
が
は
じ
め
て
注
釈
と
例
言
抜
き
の
形
で
出
版
さ
れ
た
。
そ
し
て
、『
絶
句
解
拾
遺
考
証
（
（（
（

』
で

の
宇
佐
美
灊
水
の
序
文
に
よ
る
と
、『
唐
詩
典
刑
』
は
徂
徠
自
身
が
「
箋
釈
」
を
加
え
「
例
言
」
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
出
版
さ

れ
た
『
唐
後
詩
』
は
「
箋
釈
」「
例
言
」
の
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
の
死
後
に
出
版
さ
れ
た
『
絶
句
解
』
は
、『
唐
後
詩
』

の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
徂
徠
自
身
が
選
ん
だ
「
五
言
絶
句
」「
滄
溟
七
言
絶
句
解
」
の
一
部
分
を
削
除
し
て
、「
箋
釈
」
が
付
い
た
形
で
出
版

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
絶
句
解
拾
遺
』
は
門
人
た
ち
が
徂
徠
自
身
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
「
五
言
絶
句
」「
滄
溟
七
言
絶
句
解
」
の
部
分
を
集
め

て
、『
唐
詩
典
刑
』
に
も
あ
っ
た
「
弇
州
七
言
絶
句
解
」
を
つ
け
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う（

（（
（

。
と
も
あ
れ
、
彼
自
身
の
手
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ

た
も
の
は
『
唐
後
詩
』
の
一
部
分
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
荻
生
金
谷
に
よ
れ
ば
、『
絶
句
解
』
に
収
録
さ
れ
た
「
七
絶
」
の
部
分
は
、
実
は
徂

徠
が
火
災
に
罹
っ
て
焼
失
さ
れ
た
も
の
を
書
き
直
し
た
も
の
だ
と
い
う（

（（
（

。
こ
の
火
災
と
は
お
そ
ら
く
、
彼
が
五
十
八
歳
の
時
（
一
七
二
三
年
（
に

牛
込
の
宅
が
類
焼
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る（

（（
（

。
だ
と
す
る
と
、
彼
が
晩
年
に
い
た
っ
て
も
明
代
古
文
辞
派
の
詩
集
の
注
釈
・
編
纂
に
勤
め
て
い



日本漢文学研究３

— 58 —

た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
徂
徠
は
晩
年
ま
で
、
こ
れ
ら
の
詩
集
を
注
釈
・
編
纂
な
い
し
出
版
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ま
た
後
述
す
る

が
、「
題
唐
後
詩
総
論
後
」
に
よ
れ
ば
、
五
山
僧
侶
及
び
彼
の
同
時
代
の
儒
者
を
魅
惑
し
た
晩
唐
、
宋
的
な
詩
風
を
中
心
に
し
た
『
三
体
詩
』『
瀛

奎
髄
律
』『
詩
格
』『
錦
繍
段
』
な
ど
の
詩
文
選
集
を
退
け
、
盛
唐
的
な
詩
風
を
中
心
に
し
た
「
明
詩
」
を
彼
が
編
纂
、
出
版
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
盛
唐
詩
が
こ
の
百
年
足
ら
ず
の
う
ち
に
明
代
で
再
現
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
意
図
の
中
に
は
、
盛
唐
の
気
象
も
徳
川

　

日
本
に
お
い
て
再
現
可
能
だ
と
い
う
希
望
を
も
込
め
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
徂
徠
の
李
・
王
の
作
品
を
中
心
に
し
て
行
っ
た
詩
文
選
集
の
注
釈
と
編
纂
作
業
に
は
、
こ
れ
ま
で
支
配
的
だ
っ
た
訓
読
的
な
思

惟
に
よ
る｢

宋
調｣

（
後
述
（
的
文
学
の
ス
タ
イ
ル
を
批
判
な
い
し
改
革
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
次
に
、
さ
ら

に
彼
の
詩
文
論
を
詳
し
く
検
討
し
て
、
な
ぜ
彼
が
宋
的
な
詩
文
を
批
判
し
て
、
李
・
王
の
詩
文
論
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
を
図
ろ

う
と
し
た
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
　
　

三　

徂
徠
の
「
古
文
辞
学
」
と
李
・
王
（
一
）―

―

宋
文
批
判
と
そ
の
文
章
論

　
『
徠
翁
雑
抄（

（（
（

』
に
は
、
部
分
的
で
あ
る
が
、
李
の
文
集
に
関
す
る
読
書
ノ
ー
ト
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
一
文

が
あ
る
。

　
　
「
二
三
君
子
」
豈
兼
指
茅
鹿
門
輩
邪
、「
治
牘
成
一
説
」
指
制
義
、「
俚
言
而
布
在
方
策
」
指
宋
儒
語
録
近
思
録
類
。

　

茅
鹿
門
（
茅
坤
（
と
は
『
唐
宋
八
大
家
文
抄
』
の
編
纂
者
で
あ
り
、「
制
義
」
と
は
科
挙
で
八
股
文
を
使
っ
て
理
学
の
経
義
を
書
く
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
徂
徠
は
、
李
の
議
論
を
唐
宋
古
文
な
い
し
そ
れ
を
基
礎
に
し
て
い
る
八
股
文
に
対
す
る
異
議
の
申
し
立
て
と
し
て

理
解
し
て
い
る
。
そ
れ
を
ノ
ー
ト
に
記
述
し
た
よ
う
に
、
そ
う
い
う
考
え
か
ら
何
か
を
感
じ
取
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
徂
徠
が
メ
モ
し
た
原
文
は
次
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の
よ
う
に
で
あ
る
。

今
之
文
章
、
如
晋
江
、
毘
陵
二
三
君
子
、
豈
不
亦
家
傳
戸
誦
。
而
持
論
太
過
、
動
傷
気
格
、
憚
於
修
辞
、
理
勝
相
掩
。
…
…
世
之
儒
者
、
苟

治
牘
成
一
説
、
不
憚
儕
俗
、
比
之
俚
言
而
布
在
方
策
耳
（
（（
（

。

　

こ
の
文
は
李
攀
龍
が
唐
宋
古
文
を
尊
ぶ
晋
江
（
王
慎
中
（、
毘
陵
（
唐
順
之
（
と
い
っ
た
唐
宋
派
の
文
章
な
い
し
唐
宋
古
文
そ
の
も
の
が
文
章

の
形
式
に
関
わ
る｢
気
格｣

と｢

修
辞｣

よ
り
も
「
理
」
を
重
視
し
て
「
俗
」
に
捉
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
批
判
し
た
有
名
な
一
文
で
あ
る
。

王
世
貞
も
「
今
之
為
辞
者
、
辞
不
勝
跳
而
匿
諸
理（

（（
（

」「
而
一
時
軽
侮
之
士
、
楽
於
宋
之
易
構
而
名
易
猟（

（（
（

」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
気
格
」「
修

辞
」
よ
り
も
「
理
」
を
重
ん
じ
る
宋
文
を
問
題
視
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
方
は
明
代
古
文
辞
派
の
共
通
認
識
と
も
言
え
る
。
注
意
し
た
い
の

は
、
こ
の
李
の
批
判
に
は
、「
和
訓
」
で
「
理
の
高
妙
を
説
」
く（

（（
（

徳
川
前
期
儒
者
に
対
す
る
徂
徠
の
批
判
と
、
問
題
意
識
と
し
て
重
な
る
と
こ
ろ

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
李
・
王
と
徂
徠
は
同
じ
く
、｢

理｣

を
重
ん
じ
時
代
の
習
俗
に
捉
わ
れ
て
学
び
や
す
い
方
を
選
ぶ
と
い
う
考
え

に
対
し
て
、
批
判
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
徂
徠
が
『
訳
文
示
蒙
』「
総
論
」
で
述
べ
た
、「
字
義
」「
文
理
」
を
理
解
す
る
文
章
の

模
範
と
し
た｢

朱
子
の
文｣

と
文
章
の
技
法
を
磨
く
模
範
と
し
た
韓
柳
の
古
文
と
は
、
右
の
李
の
批
判
の
中
で
す
で
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
徂
徠
は
李
の
唐
宋
古
文
へ
の
批
判
に
導
か
れ
て
、
か
つ
て
学
ん
で
い
た
唐
宋
古
文
、
特
に
朱
子
学
者
ら
の
文
章
ば
か
り
を
模
倣
し
て

も
、「
和
訓
」
の
弊
害
が
克
服
で
き
ず
同
じ
く
俚
俗
的
な
漢
詩
文
し
か
書
け
な
い
、
と
い
う
問
題
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
以
下
で
さ

ら
に
詳
論
し
た
い
。

　

徂
徠
は
、
そ
の｢

古
文
辞
学｣

を
提
出
し
た
『
訳
文
筌
蹄
初
編
』「
題
言
」
に
お
い
て
、「
和
訓
」
で
漢
籍
を
読
む
こ
と
と
「
欧
曾
」
の
文
章

（「
宋
文
」（
だ
け
を
学
ぶ
こ
と
は
同
じ
病
気
だ
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
病
気
と
そ
の
治
療
法
に
関
連
し
て
、
後
年
の
徂
徠
は
、
自
分
が
李
・
王

に
与
し
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
（
徂
徠
集
巻
二
十
七
、
答
屈
景
山
一
（。

夫
華
言
之
可
訳
者
、
意
耳
。
意
之
可
言
者
、
理
耳
。
其
文
采
粲
然
者
不
可
得
而
訳
矣
。
故
宋
文
之
與
俚
言
倭
言
、
其
冗
長
脆
弱
之
相
肖
。
必

従
事
古
文
辞
、
而
後
可
医
倭
人
之
疾
。
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つ
ま
り
、「
倭
人
」
に
と
っ
て
、「
宋
文
」
は
「
冗
長
脆
弱
の
相
」
を
持
ち
、｢

理｣

の
理
解
を
重
ん
じ
る
文
体
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
く
「
理
」

の
理
解
に
重
き
を
置
く
「
和
訓
」
の
限
界
を
理
解
す
る
に
は
困
難
だ
し
、「
修
辞
」
が
施
さ
れ
た
「
文
采
粲
然
た
る
」
詩
文
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
ま
で

を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
徂
徠
は
李
・
王
の
議
論
に
触
発
さ
れ
、
和
訓
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
知
識
人
が
学
ん
で
い
た
唐

宋
古
文
、
と
く
に
「
宋
文
」
の
問
題
点
を
意
識
し
て
、
そ
れ
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

｢

宋
文｣

は
と
く
に
問
題
だ
と
い
う
徂
徠
の
考
え
は
彼
の
漢
文
史
観
と
関
わ
っ
て
い
る
。
徂
徠
は｢

六
経
辞
也
、
法
具
在
焉
。
…
…
降
至
六
朝

辞
弊
而
法
病
、
韓
柳
倡
古
文
一
取
法
於
古
。
其
絀
辞
者
、
矯
六
朝
之
習
也
。
…
…
李
王
二
公
倡
古
文
辞
亦
取
法
於
古
。
其
謂
之
古
文
辞
者
尚
辞

也
、
主
叙
事
不
喜
議
論
。
亦
矯
宋
弊
也｣

（
同
上
、
答
屈
景
山
一
（
と
述
べ
て
い
る
。
唐
代
の
古
文
大
家
で
あ
る
韓
愈
と
柳
宗
元
は
古
文
辞
派
の

李
・
王
と
同
じ
く
、「
古
」
に
「
法
」
を
取
る
。
こ
う
し
た
「
古
」
に
「
法
」
を
取
る
学
問
姿
勢
は
徂
徠
が
韓
・
柳
を
評
価
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
徂
徠
が
『
訳
文
筌
蹄
初
編
』「
題
言
」「
第
十
則
」
で
「
達
意
」
と
「
修
辞
」
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
た
漢
文
史
論
で
も
、
韓
・
柳
が
過

度
に
「
修
辞
」
を
重
ん
じ
た
六
朝
文
学
の
弊
害
を
正
し
て
、「
修
辞
」
と
「
達
意
」
が
と
も
に
重
ん
じ
ら
れ
た
「
三
代
」
の
「
古
」
に
求
め
て
、

「
達
意
」
を
強
調
し
て
古
文
を
復
興
し
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
徂
徠
は
、「
孟
子
時
、
礼
楽
之
化
漸
漓
、
其
辞
質
勝
、

是
為
変
調
。
韓
祖
孟
子
、
務
去
陳
言
、
故
貶
左
氏
為
浮
誇
。
…
…
宋
儒
皆
韓
奴
隷
」（
巻
二
十
四
、
復
水
神
童
二
（
と
「
要
之
昌
黎
好
議
論
務
言

理
、
其
風
至
宋
益
盛
」（
巻
二
十
八
、
復
安
澹
泊
三
（
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
か
ら
見
れ
ば
、
韓
愈
が
復
興
し
た
「
古
」
と
は
、
主
と
し

て
『
孟
子
』
の
よ
う
な｢

理｣

を
説
く
議
論
文
で
あ
る
。
ま
た
、
韓
愈
が
古
代
の
叙
事
文
た
る
『
左
伝
』
を
「
浮
誇
」
と
評
し
た
こ
と
や
、「
陳

言
を
去
る
」
と
主
張
し
た
こ
と
な
ど
は
、｢

古
文
辞｣

が
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
徂
徠
は
、『
左
伝
』
な
ど
古

代
の｢

修
辞｣

を
重
ん
じ
る
叙
事
文
の
伝
統
が
韓
愈
の
影
響
に
よ
っ
て
衰
え
た
こ
と
が
問
題
だ
と
見
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
『
訳
文

筌
蹄
初
編
』「
題
言
」「
第
十
則
」
で
、
韓
愈
以
後
、
そ
の
文
章
自
体
が
宋
代
の｢
欧
・
蘇｣

（
欧
陽
修
と
蘇
軾
（
な
ど
の
古
文
家
に
模
範
と
さ
れ

た
ゆ
え
に
、
古
代
の｢

修
辞｣

を
重
ん
じ
る
叙
事
文
の
伝
統
は
さ
ら
に
衰
退
し
、
元
明
に
な
る
と
俚
俗
な｢

語
録｣

の
用
語
が
文
に
な
り
、「
助

字
」
の
用
法
が
古
書
と
異
な
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
徂
徠
は
複
眼
的
に
漢
文
の
発
展
史
上
に
お
け
る
韓
・
柳
の
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功
罪
を
捉
え
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
徂
徠
の
漢
文
史
観
と
明
代
古
文
辞
派
の
文
章
観
と
を
比
べ
た
と
き
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
の
か
。『
明
史
』
に
よ

れ
ば
、
明
代
古
文
辞
派
は
文
章
に
お
い
て
「
文
必
秦
漢
」
を
唱
え
て
い
た
が
、
実
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い（

（（
（

。
ま
ず
、
明
代
古
文
辞
派
と
い
っ

て
も
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
異
な
る
考
え
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
検
討
す
る
余
裕
が
な
い
が
、
李
・
王
に
限
っ
て
言
う
と
、
後
に
徂
徠
も
指
摘

す
る
よ
う
に
、
こ
の
テ
ー
ゼ
は
少
な
く
と
も
王
世
貞
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
ま
た
、
王
は｢

辞｣

よ
り｢

理｣

を
重
ん
じ
る
宋
文
を
批
判
し
た

が
、
韓
・
柳
の
文
に
つ
い
て
、『
左
伝
』
な
ど
秦
漢
以
前
の
文
と
同
じ
く
「
熟
読
涵
泳
」
す
べ
き
文
だ
と
言
っ
て
い
る
（
藝
苑
巵
言
、
巻
一（

（（
（

（。

な
お
、
彼
は
『
藝
苑
巵
言
』「｢
毛
頴
伝｣

尚
規
子
長
之
法
」（
巻
四
（
に
お
い
て
、「
文
至
隋
唐
而
靡
極
矣
。
韓
柳
振
之
曰
斂
華
而
実
也
。
至
於
五

代
而
冗
極
矣
。
欧
蘇
振
之
曰
化
腐
而
新
也
。
然
欧
蘇
則
有
間
焉
。
其
流
也
、
使
人
畏
難
而
好
易
」（
同
上
、
巻
四
（
と
評
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
一
方
で
、
何
景
明
が
い
う
「
文
靡
於
隋
、
韓
力
振
之
、
然
古
文
之
法
忘
於
韓
」（
同
上
、
巻
一
（
を
引
用
し
、「
西
京
之
文
実
、
東
京
之
文
弱

猶
未
離
実
也
。
六
朝
之
文
離
実
也
。
唐
之
文
庸
猶
未
離
浮
也
。
宋
之
文
離
浮
矣
。
愈
下
矣
。
元
無
文
」（
巻
三
（
と
い
っ
た
文
章
史
観
を
述
べ
て

い
る
。
右
に
引
用
し
た
王
が
『
藝
苑
巵
言
』
で
示
し
た
文
論
か
ら
、
六
朝
の
美
文
主
義
を
修
正
す
る
た
め
に
古
文
運
動
を
起
こ
し
て
『
史
記
』
な

ど
の
秦
漢
古
文
に
復
帰
し
よ
う
と
し
た
韓
愈
を
、
中
国
文
章
史
に
お
け
る
転
回
点
だ
と
す
る
見
方
が
、
明
確
に
読
み
取
れ
る
。
右
の
徂
徠
の
漢
文

史
観
は
か
な
り
の
程
度
、
こ
の
王
の
見
方
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
徂
徠
は
王
よ
り
簡
潔
に
「
達
意
」
と
「
修
辞
」
及
び
「
議

論
」
と
「
叙
事
」
と
い
う
対
概
念
で
漢
文
の
史
的
展
開
を
把
握
し
て
い
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
王
世
貞
の
文
論
に
は
す
で
に
、｢

孔
子
曰
辞
逹

而
已
矣
。
又
曰
脩
辞
立
其
誠
。
盖
辞
無
所
不
修
而
意
則
主
於
逹｣

（
藝
苑
巵
言
、
巻
一
（
と
い
っ
た｢

修
辞｣

と｢

達
意｣

と
い
う
対
概
念
に
繋

が
る
考
え
、
及
び｢

尚
法｣

と｢

達
意｣

と
を
対
立
的
に
捉
え
た
論
法
（
四
部
稿
巻
五
十
六
、五
嶽
山
房
文
稿
（
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

考
え
は
や
は
り
、
徂
徠
の
文
論
の
構
築
に
と
っ
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
言
う
と
、
王
世
貞
に
は｢

不
佞
自
少
時
好
讀
古

文
章
家
言
、
竊
以
為
西
京
而
前
談
理
者
推
孟
子｣

（
弇
州
続
稿
巻
四
十
二
、
念
初
堂
集
序（

（（
（

（
と
い
う
よ
う
に
、
孟
子
の
文
を｢

理｣

を
論
じ
る
議

論
文
の
模
範
だ
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
ま
た
、
ほ
か
の
明
代
の
文
論
書
に
も
、｢

退
之
本
孟
子｣
（『
文
章
弁
体
』
序
説（

（（
（

（
と
い
う
考
え
が
現
わ
れ
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て
い
た
。
徂
徠
は
こ
れ
ら
の
見
方
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
そ
の
「
道
」
を
中
心
に
し
た
歴
史
観（

（（
（

と
対
応
す
る
よ
う
に
、「
理
」
と
「
議
論
」
を
重

ん
じ
る
孟
子
か
ら
韓
・
柳
、
欧
・
蘇
、
理
学
者
の
語
録
に
至
る
文
章
の
堕
落
史
観
と
も
い
う
べ
き
系
譜
を
考
え
出
し
た
。
こ
の
二
点
は
徂
徠
が

李
・
王
ら
の
文
論
に
依
拠
し
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
見
方
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
も
、
徂
徠
は
右
の
漢
文
史
観
を
踏
ま
え
て
、
徳
川
日
本
の
文
学
状
況
に
即
し
て
、｢

中
国
人
学
韓
柳
則
為
歐
蘇
、
此
方
人
学
韓
柳
則
僅
為

歐
蘇
之
奴
隷
、
況
於
其
学
歐
曾
者
乎｣

（『
訳
文
筌
蹄
初
編
』｢

題
言｣

第
十
則
（
と
述
べ
、
特
に
「
歐
曾
」
の
文
（「
宋
文
」（
を
専
ら
学
ぶ
対
象

と
す
る
徳
川
の
儒
者
ら
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
徂
徠
の
議
論
の
論
法
は
、｢

正
如
韓
・
柳
之
文
、
何
有
不
從
左
史
來
者
。
彼
学
而
成
、
為
韓
為

柳
。
我
卻
又
從
韓
・
柳
学
、
便
落
一
塵
矣｣

と
い
う
王
世
貞
の
弟
で
あ
る
王
世
懋
の
『
藝
圃
擷
餘
（
（（
（

』
に
あ
る
議
論
と
似
て
い
る
。
そ
れ
は
徂
徠
に

何
か
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
、
こ
の
批
判
は
実
際
、
お
も
に
伊
藤
仁
斎
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
徂
徠
は
『
蘐
園
隨
筆
』
に
付
録
さ
れ
た
『
文
戒
』
で
伊
藤
仁
斎
の
文
章
の
和
習
を
摘
出
し
て
戒
め
た
。
が
、
そ
れ
の
み

な
ら
ず
、『
隨
筆
』
に
お
い
て
は
、
徂
徠
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

仁
斎
所
称
述
王
遵
巖
・
歸
震
川
皆
小
家
数
、
何
足
数
哉
。
況
此
方
学
者
、
率
鮮
有
深
遠
含
蓄
之
思
、
盛
大
雄
偉
之
気
象
、
故
其
文
皆
冗
長
疎

弱
是
為
通
弊
。
若
以
欧
曾
諸
家
為
準
、
辟
則
揚
薪
救
火
、

見
其
甚
已
（
一
四
六
頁
（。

こ
こ
で
仁
斎
は
ま
さ
に
、
王
遵
巖
・
歸
震
川
と
い
っ
た
唐
宋
派
、
さ
ら
に
唐
宋
派
が
尊
ぶ｢

欧
曾｣

の
文
章
法
を
学
ん
だ
人
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
徂
徠
の
批
判
対
象
は
、
も
と
よ
り
仁
斎
に
限
ら
ず
、｢

冗
長
疎
弱｣

と
い
う｢

通
弊｣

を
も
つ
当
時
の
儒
者
、
文
人
ら
の
文
章
全

体
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
徂
徠
は
、
日
本
に
お
け
る
「
文
章
大
業
」
を
復
興
す
る
と
い
う｢

復
古｣

の
志
を
達
成
す
る
た
め
に
、

「
和
訓
」
に
頼
っ
て｢

宋
文｣

を
模
範
と
し
た
彼
以
前
な
い
し
同
時
代
の
儒
者
・
文
人
が
漢
文
を
学
ぶ
方
法
を
批
判
し
て
、｢

理｣

よ
り
も｢

辞｣ 

｢

気
格｣

を
重
ん
じ
る
李
・
王
の
文
章
観
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
李
・
王
二
人
の
文
章
の
間
に
も
差
異
が
あ
る（

（（
（

。
徂
徠
に
言
わ
せ
れ
ば
、
そ
の
差
異
の
一
つ
は
「
滄
溟
全
不
用
韓
柳
法
、
弇
州
非
不
用

之
、
逎
修
辞
以
勝
之
」（
巻
十
九
、四
家
雋
六
則
（
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
徂
徠
が
『
四
家
雋
』
を
編
纂
し
た
よ
う
に
、
韓
・
柳
を
批
判
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し
な
が
ら
も
彼
ら
を
文
章
の
模
範
に
し
た
王
世
貞
の
漢
文
観
を
継
承
し
た
と
も
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
明
代
古
文
辞
の
詩
文
論
に
対
す
る
徂
徠
の

コ
ミ
ッ
ト
を
め
ぐ
っ
て
、
彼
の
弟
子
た
ち
な
い
し
後
世
の
文
論
家
を
最
も
戸
惑
わ
せ
た
の
は
、
彼
が
王
よ
り
難
読
の
李
の
文
章
を
殊
に
鼓
吹
し
た

こ
と
で
あ
る（

（（
（

。
彼
の
『
古
文
矩
』
が
専
ら
李
の
文
章
を
選
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
も
、
彼
の
李
の
文
章
へ
の
愛
着
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
自
ら
の

学
問
宣
言
と
も
言
え
る
『
学
則
』
を｢

李
于
鱗
体｣

と
呼
ん
だ（

（（
（

よ
う
に
、
李
の
文
体
は
彼
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
徂

徠
が
殊
に
李
の
擬
古
文
辞
に
感
心
し
た
の
は
、
決
し
て
単
に
秦
漢
以
前
の｢

古
文
辞｣

を
剽
窃
・
模
倣
す
る
と
い
う
表
面
的
な
作
文
技
法
に
対
し

て
で
は
な
い
。
彼
が
注
目
し
た
の
は
む
し
ろ
、
叙
事
文
を
中
心
に
し
た｢

古
文
辞｣

の｢

辞｣

及
び｢

援
古
辞
証
以
今
事｣

と
い
っ
た
作
者
の
含

蓄
し
た｢

意｣

を
表
現
で
き
る
叙
事
文
の
修
辞
技
法
（
（（
（

や
、
仮
借
字
を
使
っ
て
文
章
の
「
声
韻
」
を
調
和
さ
せ
る
修
辞
技
法
な
ど
に
よ
っ
て
「
雅
」

に
な
っ
た
文
章
な
い
し
そ
の
文
章
に
現
れ
た
燦
然
と
し
た｢

高
華｣

な
「
色
」「
気
格
」
な
ど
で
あ
る（

（（
（

。
十
分
に
論
ず
る
余
裕
が
な
い
が
、
徂
徠

に
と
っ
て
、
李
・
王
の
文
章
と
秦
漢
以
前
の
叙
事
文
は
、
次
に
検
討
す
る
盛
唐
詩
と
同
じ
く
、｢

宋
調｣

的
な
仁
斎
ら
の
文
章
が
持
た
な
い
「
深

遠
含
蓄
の
思
」
と
「
盛
大
雄
偉
の
気
象
」
を
も
っ
て
い
る
点
で
、
模
範
と
し
て
学
ぶ
対
象
に
な
る
べ
き
文
章
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い

の
は
、
今
指
摘
し
た
点
が
実
は
詩
論
の
問
題
と
絡
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
詩
論
の
検
討
に
入
る
。　

　
　
　
　

四　

徂
徠
の
「
古
文
辞
学
」
と
李
・
王
（
二
）―

―
宋
詩
批
判
と
詩
論

　

徂
徠
は｢

題
言｣

と
近
い
時
期
に
書
い
た｢

答
崎
陽
田
辺
生｣

（
徂
徠
集
巻
二
十
五
（
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

詩
原
三
百
篇
。
…
…
辟
如
春
風
吹
物
草
木
燁
然
著
花

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
六
朝
至
唐
皆
其
（
三
百
篇―

―

筆
者
（
流
風
。
独
宋
時
学
問
大
闡
、
人
々
皆
尚
聡

明
以
自
高
、
因
厭
主
情
者
之
似
癡
遂
更
為
伶
利
語
。
雖
詩
実
文
也
。
蘇
公
輩
為
其
魁
首
餘
波
所
及
明
袁
中
郎
銭
蒙
叟
以
之
、
胡
元
瑞

0

0

0

所
謂
衰

莫
衰
乎
宋
者
是
也
。
是
又
不
它
故
也
。
主
意
故
也
。
今
観
此
方
詩
、
多
類
宋
者
、
亦
主
意
故
也
。
…
…
（
和
訓
批
判―

―

筆
者
（
…
…
至
於

情
、
其
名
雖
七
、
而
態
度
種
種
不
可
言
尽
、
唯
語
之
気
格

0

0

・
風
調

0

0

・
色
沢

0

0

・
神
理

0

0

庶
幾
可
以
発
而
出
之
。
以
此
観
之
得
意
而
不
得
語
者
之
不
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能
尽
夫
情
也
。
審
矣
。
故
予
断
以
為
学
詩
之
法
必
主
情
而
求
之
語
是
已
。

こ
の
長
い
引
用
文
は
よ
く
徂
徠
の
詩
観
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
主
旨
を
簡
潔
に
述
べ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
彼
は
『
唐
後
詩
』「
唐
後
詩
総

論
」
に
も
引
用
さ
れ
た
胡
元
瑞
な
ど
の
明
代
古
文
辞
派
の
詩
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、｢

意｣

を
重
ん
じ
る
宋
詩
と
晩
明
の
詩
と
徳
川
前
期
儒
者
た

ち
の
詩
を
い
ず
れ
も
批
判
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な｢

情｣

を
表
現
し
え
る｢

語｣

（「
辞
（
（（
（

」（
を
重
ん
じ
る
盛
唐
以
前
の
詩
及

び
明
代
古
文
辞
派
の
詩
を
評
価
し
て
い
る
。
彼
が
評
価
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
詩
の｢

語｣

が｢

気
格
・
風
調
・
色
沢
・
神
理｣

を
持
ち
、
そ
れ

を
通
し
て
詩
に
含
蓄
さ
れ
た｢

情｣

が
把
握
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
徂
徠
の
詩
論
の
主
旨
と
右
に
述
べ
た
文
論
の
主
旨
と
は

同
じ
く
、
日
本
の
儒
者
文
人
が｢

意｣

（
理
（
を
重
ん
じ
る
詩
文
だ
け
を
模
範
と
し
て
学
ぶ
の
で
は
、
和
訓
を
克
服
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
翻
訳

し
え
な
い
漢
詩
文
の｢

語｣

（｢
辞｣
（
が
も
つ｢

気
格
・
風
調
・
色
沢
・
神
理｣

を
感
得
し
さ
ら
に
そ
こ
に
含
蓄
さ
れ
た｢

情｣

を
理
解
で
き
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

右
の
徂
徠
の
詩
論
は
、
李
・
王
の
詩
論
と
同
じ
く
、
い
わ
ゆ
る｢

格
調
説｣

だ
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
れ
は
普
通
、
句
法
な
ど
の
形
式
美
を
重

ん
じ
て｢

声
律｣

に
拘
る
詩
説
だ
と
い
う
風
に
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
明
代
古
文
辞
派
と
徂
徠
に
批
判
さ
れ
た
宋
詩
も｢

声
律｣

を
重
視
し

な
い
と
言
え
な
い
よ
う
に
、「
声
律
」
を
重
ん
じ
る
こ
と
と｢

格
調｣

を
重
ん
じ
る
こ
と
と
は
必
ず
し
も
等
し
い
と
は
言
え
な
い（

（（
（

。
そ
も
そ
も
、

｢

格
調｣

あ
る
い
は
「
格
」
と
「
調
」
は
あ
い
ま
い
で
捉
え
に
く
い
概
念
で
あ
り
、
人
に
よ
っ
て
解
釈
が
微
妙
に
異
な
る
。｢

格
調｣

に
関
し
て

は
、
鈴
木
虎
雄
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
格
調
説
を
貴
ぶ
人
は
詩
の
外
面
的
形
式
（｢

格｣

（・
声
律
（｢

調｣

（
を
正
す
の
み
な
ら
ず
、
含
蓄
さ
れ
た

詩
の｢

意｣

（｢

気｣
｢

情｣

…
（
を
も
重
視
し
、
そ
う
し
た
詩
の
内
面
の
精
神
が
外
面
の｢

格
調｣

に
相
応
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る（

（（
（

。
す
な
わ

ち
、
彼
ら
が
貴
ぶ｢

格
調｣

と
は
単
な
る
詩
の
外
面
の
形
式
美
を
指
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
詩
の
内
面
に
含
蓄
さ
れ
た｢

意｣

（
気
、
情
…
…
（
に

も
関
わ
る
詩
学
概
念
と
し
て
明
代
古
文
辞
派
の
詩
人
た
ち
は
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
鈴
木
虎
雄
も
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
格
調

説
に
は
、「
声
」
の
ほ
か
に｢

色｣

「
味
」
と
い
っ
た
位
相
も
存
在
す
る（

（（
（

。

　

右
の
点
に
つ
い
て
は
、｢

格
調｣

説
の
起
源
だ
と
さ
れ
た
明
代
前
期
の
李
東
陽
も｢
詩
必
具
眼
、
亦
必
有
具
耳
。
眼
主
格
、
耳
主
声（

（（
（

｣

と
述
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べ
て
い
る（

（（
（

。
王
世
貞
も
「
声
調
於
耳
、
色
調
於
目
」（
四
部
稿
巻
六
十
七
、
李
氏
在
笥
存
稿
（
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
李
東
陽
と
王
世
貞
と
の
考

え
、
さ
ら
に
右
の
鈴
木
虎
雄
の
説
明
を
加
え
て
考
え
る
と
、｢

格
調｣

は
、
ま
ず
、
詩
の
体
格
と
平
仄
韻
律
な
ど｢

声｣

の
抑
揚
・
軽
重
な
ど
を

調
和
さ
せ
る
句
法
、
字
法
と
詩
に
使
わ
れ
た
辞
に
現
れ
た｢

色｣
｢

味｣

、
及
び
そ
れ
に
よ
っ
て
含
蓄
さ
れ
た｢

意｣

に
関
わ
る
。
さ
ら
に
、
王
世

貞
は｢

才
生
思
、
思
生
調
、
調
生
格
。
…
…
格
即
調
之
界｣

（『
芸
苑
巵
言
』
巻
一
（
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
調
」
の
差
異
に
よ
っ
て
「
格
」

の
差
異
が
生
じ
た
。
た
だ
し
、「
格
」
に
は
少
な
く
と
も
、
詩
の
形
式
と
し
て
の
体
格
と
「
調
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
品
格
と
の
二
つ
の
意
味
を
持

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
格
」
は
詩
の
体
格
と
し
て
、
詩
の
「
調
」
を
制
限
し
て
い
る
と
同
時
に
、
詩
の
「
調
」
に
よ
っ
て
作
り
出
し
た
品
格

の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
調
」
と
い
う
言
葉
も
す
く
な
と
も
、「
声
調
」
と
詩
の｢

味｣

に
関
わ
る
風
致
、
風
韻
と
し
て
の
「
風
調
」

と
の
二
つ
の
意
味
を
持
っ
て
い
る（

（（
（

。
そ
こ
で
、
王
は
「
調
者
、
気
之
規
、
…
…
今
子
能
抑
才
以
就
格
、
完
気
以
成
調
、
幾
於
純
矣
」（
四
部
稿
巻

四
十
、
沈
嘉
則
詩
選
序
（
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
体
格
と
し
て
の｢

格｣

に
あ
わ
せ
て
「
調
」
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
は
「
気
」
の
役
割
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。「
気
」
は
さ
ら
な
る
捉
え
に
く
い
概
念
で
あ
る
が
、「
気
」
は
詩
を
詠
む
時
の
語
気
と
し
て
、
右
の
「
調
」
に
関
わ
る
。

「
因
情
以
發
気
、
因
気
以
為
声（

（（
（

」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、「
気
」
は
詩
を
詠
む
時
の
「
情
」
と
、「
声
」
を
結
び
つ
け
る
媒
介
で
、
音
韻
の
抑
揚
頓

挫
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、「
気
」
は
「
声
調
」
に
関
わ
る
ほ
か
に
、「
気
象
」
と
い
う
詩
学
概
念
が
あ
る
よ
う
に
、
詩
が

も
つ
含
蓄
的
な
意
味
に
関
わ
っ
て
い
る
。｢

気
象｣

は
詩
の｢
声
律｣

と
詩
に
使
わ
れ
た
「
辞
」
の
「
色
」
と
詩
全
体
が
も
つ｢

味｣

に
よ
っ
て

興
っ
て
読
者
た
ち
に
感
じ
取
ら
れ
る
気
勢
と
言
外
の
韻
致
な
ど
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、「
格
」
あ
る
い
は
「
気
格
」「
風

格
」
は
詩
の｢

気
象｣

に
よ
っ
て
現
れ
た
品
格
と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う
。
例
え
ば
、
王
の
文
集
に
は
「
不
失
初
唐
気
格
」（『
芸
苑
巵
言
』
巻
四
（、

「
情
景
妙
合
、
風
格
自
上
」（
同
上
（
と
あ
る
。
そ
し
て｢

風
格
髙
鬯
鴻
麗｣
（
続
稿
巻
四
十
一
（
と
あ
る
よ
う
に
、
よ
い｢

風
格｣

の
詩
は
お
の

ず
か
ら｢

麗｣

し
い
な｢

色｣

を
持
っ
て
い
る
と
も
捉
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、｢

李
有
風
調
而
不
甚
麗｣

（
芸
苑
巵
言
四
（｢

風
調
翩
翩

出
蹊
徑
外｣

（
続
稿
卷
一
百
五
十
七
（
と
あ
る
よ
う
に
、「
風
調
」
は
「
色
」
よ
り
も
、
法
則
に
捉
わ
れ
て
い
な
い
韻
致
、
神
韻
に
繋
が
る
概
念
と

し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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右
の
よ
う
に
、｢

格
調｣

は
、
体
格
、
声
調
と
い
っ
た
外
面
形
式
の
意
味
の
ほ
か
に
、
詩
が
も
つ｢

声｣
｢

色｣
｢

味｣

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た

｢
気
象｣

と
作
者
が
表
現
し
よ
う
と
し
た
含
蓄
的
な
意
味
（
意
象
（、
な
い
し
詩
の｢

気
象｣

に
よ
っ
て
現
れ
た
詩
の
品
格
と
し
て
の｢

気
格｣

「
風
格｣
と
詩
の
韻
致
と
し
て
の｢

風
調｣

ま
で
を
も
含
意
す
る
概
念
と
し
て
、
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
徂
徠
に
も
信
用
さ
れ
た
胡
元
瑞

が
い
う｢
体
格
・
声
調｣

と
区
別
さ
れ
た｢

興
象
風
神（

（（
（

｣

と
も
関
連
さ
せ
て
考
え
れ
ば
、
徂
徠
が
い
う
「
気
格
・
風
調
・
色
沢
・
神
理
」
は
、

体
格
と
声
律
の
分
析
だ
け
で
捉
え
き
れ
な
い
含
蓄
に
富
む
詩
の
境
地
を
形
容
す
る
た
め
の
概
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
後
述
の
よ
う

に
、
徂
徠
が
特
に｢
色
沢｣

を
挙
げ
た
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
個
人
差
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
境
地
は
格
調
説
の
擁
護
者

が
到
達
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
と
同
じ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
更
な
る
細
か
い
議
論
に
入
ら
な
い
で
、
右
の
考
察
を
踏
ま
え
、
徂
徠
の
詩
説
を
検
討
し
て
み
よ
う
。｢

格
調｣

に
つ
い
て
、
徂
徠

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

大
氐
格
猶
人
之
品
也
、
故
貴
高
。
調
猶
人
之
儀
者
也
、
故
貴
称
。
閬
風
蒸
霞
、
峨
眉
積
雪
非
格
乎
。
五
声
相
和
五
色
相
章
非
調
乎
。
故
格
得
而

調
不
得
譬
諸
千
里
之
齧
踶
馬
。
徒
取
其
調
耳
、
則
駑
馬
善
馴
者
也
。（
同
上
、
巻
二
十
七
答
稲
子
善
（

　

こ
の
引
用
文
で
は
、「
格
」
は
身
分
の
貴
賎
差
異
の
品
級
（
品
格
（
に
、「
調
」
は
人
の
外
見
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
調
」
は
調
和

的
な
「
声
」
だ
け
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
色
」
が
調
和
し
て
い
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
こ
と
が
明
白
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に｢

調｣

は｢

色｣

の
位
相
に
も
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
彼
は
「
四
家
雋
六
則
」
で
欧
蘇
の
文
を
「
宋
調
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
声
律
を

重
ん
じ
な
い
文
章
に
つ
い
て
も
「
調
」
と
い
う
概
念
で
評
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、「
宋
調
」
に
つ
い
て
は
、
明
代
古
文
辞
派
の
「
後
七
子
」
の

一
人
だ
と
さ
れ
た
謝
榛
が
「
凡
多
用
虚
字
便
是
講
、
講
則
宋
調
之
根（

（（
（

」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
宋
調
」
は
虚
字
の
多
用
に
よ
っ
て
も
た
ら
し

た
詩
文
の
「
色
」
の
貧
弱
さ
を
言
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
右
の
引
用
文
で
は
、「
調
」
を
得
た
詩
を
よ
く
訓
練
さ
れ
て
い
る
駑
馬
に

喩
え
て
い
る
。
徂
徠
に
と
っ
て
、
よ
い
詩
は
「
調
」
を
得
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
「
格
」
が
古
く
、
ま
た
高
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
、
右
の
引
用
文
に
あ
る
「
峨
眉
積
雪
、
閬
風
蒸
霞
（
（（
（

」
と
い
う
王
世
貞
が
李
攀
龍
の
詩
を
評
価
し
た
文
に
対
し
て
、
徂
徠
が
「
非
格
乎
」
と
言
っ
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て
い
る
よ
う
に
、
彼
に
と
っ
て
、「
格
」
の
高
い
詩
は
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
聳
え
た
峨
眉
山
の
山
頂
に
雪
が
積
も
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
崑
崙

山
の
山
頂
（
閬
風
（
に
夕
焼
け
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
、
渾
然
と
し
た
気
勢
を
も
つ
詩
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
々
例
を
挙
げ
な
い
が
、

「
峨
眉
」「
積
雪
」、「
閬
風
」「
霞
」
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
壮
大
な
実
字
は
明
代
古
文
辞
派
の
愛
用
字
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
確
認
で
き
る
の
は
、

「
格
」
を
「
品
格
」
と
し
て
徂
徠
が
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
は
「
格
調
」
の
「
格
」
を
単
な
る
形
式
と
し
て
で
は
な
く
、

品
格
の
次
元
で
理
解
し
て
い
る
し
、
詩
の
「
辞
」
に
着
目
し
て
聴
覚
だ
け
で
は
な
く
視
覚
の
視
点
か
ら
も｢

格
調｣

を
捉
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
徂
徠
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
啓
唇
斯
有
声
調
、
有
声
調
斯
有
格
調
…
…
古
聖
人
之
言
曰
、
温
柔
敦
厚
詩
之
教
也
。
是
千
万
世
言
詩
者
之
刀
尺
准
縄
。
詩
自
三
百
以
至
李

杜
雖
其
調
随
世
移
体
毎
人
殊
。
而
一
種
色
相
辟
如
春
風
吹
物
燁
然
可
観
者
廼
為
不
異
也
（
同
上
、
巻
十
九
題
唐
後
詩
総
論
後
（。

こ
の
引
用
文
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
彼
は
、｢
声｣
（
声
律
（
と
関
係
で｢

調｣

を
理
解
し
て
、
こ
う
し
た
意
味
の
「
調
」
は
時
代
、
詩
の
体
格
、
詩
人

に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
だ
と
し
な
が
ら
、『
詩
経
』
の
詩
と
盛
唐
詩
人
で
あ
る
李
白
お
よ
び
杜
甫
の
詩
が
時
代
を
超
え
て
、
共
通
的
に
「
春
風
」

が
物
を
吹
く
よ
う
な
生
き
生
き
し
て
豊
富
な｢
色
相｣

を
持
っ
て
い
る
、
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
は
や
は
り
、
声
律
と
し
て
の｢

調｣

よ
り
も

「
辞
」
と｢

気
格｣

に
着
目
し
て
得
た
発
想
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
王
世
貞
の
文
集
に
は
、
や
は
り
李
攀
龍
の
詩
を
評
価
し
た
と
こ
ろ
に
、｢

其
七

言
歌
行
初
甚
工
於
辞
而
微
傷
其
気
、
晚
節
雄
麗
精
美
、
縱
横
自
如
、
灼
然
春
工
之
妙｣

（
芸
苑
巵
言
巻
七
（
と
あ
る
。
徂
徠
が
繰
り
返
し
述
べ
て

い
る｢

春
風
吹
物
燁
然
可
観
者｣

は
こ
こ
か
ら
来
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
詩
の｢

辞｣

が
盛
大
で
生
気
溢
れ
る
気
象
を
か
も
し
出
し
て
い
る

こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
徂
徠
は
右
に
整
理
し
た
明
代
古
文
辞
派
の
格
調
説
を
深
く
理
解
し
た
上
で
、
詩
に
使
わ
れ

る
「
辞
」
を
重
ん
じ
な
が
ら
、
盛
大
豊
富
な｢

気
象｣

な
い
し
そ
れ
に
よ
っ
て
現
れ
る
「
色
相
」
な
ど
を
殊
に
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
彼
の

詩
論
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。
右
に
論
じ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
言
え
ば
、
徂
徠
が
実
字
の
「
辞
」
を
多
用
す
る
盛
唐
詩
と
明
代
古
文
辞
派
の
詩

（
特
に
李
攀
龍
の
詩
（
を
好
ん
だ
理
由
は
、
詩
の
「
声
律
」
の
ほ
か
に
、
特
に
、｢

声
律｣
と｢

辞｣

に
表
現
さ
れ
た｢

格
調｣

｢

色
相｣

を
重
ん

じ
る
と
こ
ろ
な
ど
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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結
び
に
か
え
て

　

江
戸
の
始
め
か
ら
徂
徠
が
活
躍
し
始
め
た
元
禄
の
末
ま
で
、
百
年
ぐ
ら
い
の
時
間
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
百
年
の
間
に
、
明
代
古
文
辞
派
の
著

作
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
閲
読
、
批
評
、
利
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
う
え
で
、
徂
徠
に
よ
っ
て
決
定
的
な
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
徂
徠

は
明
代
古
文
辞
派
の
詩
文
論
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
、
そ
れ
を
和
訓
に
よ
る
漢
文
学
び
の
弊
害
を
克
服
し
て
優
れ
た
漢
詩
文
を
作
る
方
法
、
す
な

わ
ち｢

学｣

と
し
て
の｢
古
文
辞
学｣

に
練
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
右
に
明
ら
か
に
し
た
徂
徠
の
詩
文
論
と
し
て
の｢

古
文
辞
学｣

の
特
徴
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
次
の
よ
う
に
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、

彼
か
ら
見
れ
ば
、
和
訓
の
弊
害
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、｢

色｣

が
貧
弱
で
「
理
」
の
理
解
ば
か
り
を
重
ん
じ
る
「
宋
調
」
の
詩
文
を
退
け
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、｢

色｣
が
豊
か
で
調
和
し
て
い
る
盛
唐
以
前
の
詩
や
、
秦
漢
以
前
の｢

古
文
辞｣

の
「
辞
」
お
よ
び
そ
の｢

辞

｣

を
組
み
立
て
る
「
法
」
を
、
模
倣
し
習
熟
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
彼
は
考
え
た
。
そ
し
て
彼
に
よ
れ
ば
、「
昭
代
御
運
、
文
教
鬱
興
、

而
人
稍
稍
識
操
唐
音
。
然
和
訓
読
字
其
弊
自
若
、
唯
識
意
義
、
而
不
諳
格
調
体
勢
為
何
物
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
唐
音
」
が
で
き
る
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、「
唐
音
」
を
会
得
す
る
だ
け
で
は
「
和
訓
」
の
弊
害
を
克
服
で
き
ず
、
詩
の
「
格
調
」「
体
勢
」
を
知
る
こ

と
も
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
が
「
聴
之
以
目
」（『
訳
文
筌
蹄
』｢

題
言｣

（
と
い
う
考
え
を
提
出
し
て
、「
古
文
辞
学
」
を
唱
え
た
の
は
、
漢

詩
文
の
「
体
勢
」「
格
調
」
を
も
読
み
取
る
た
め
で
あ
る
。
中
国
語
を
母
語
と
し
な
い
日
本
人
に
も
中
国
人
よ
り
優
れ
た
詩
文
を
作
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
と
い
う
自
信
を
彼
が
得
た
の
も
、「
声
」
だ
け
で
は
な
く
「
色
」
の
視
点
か
ら
漢
詩
文
の
あ
る
べ
き
「
格
調
」
を
捉
え
る
目
を
持
っ
て

い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
彼
が
「
修
辞
」
を
重
ん
じ
て
明
代
古
文
辞
派
の
詩
文
論
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
た
理
由
は
こ
こ
に
も
あ
る
と
、
私
は
考
え
て

い
る
。

　

最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
詩
論
と
文
論
を
武
器
に
し
て
、
徂
徠
は
日
本
に
お
け
る
「
文
章
の
業
」
の
復
古
を
唱
え
た
の
み
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な
ら
ず
、「
文
の
空
間
」
と
し
て
の
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、「
芙
蓉
白
雪
（
（（
（

」
の｢

色｣

を
も
つ
彼
ら
一
門
の
詩
文
に
よ
っ
て
覇
を
唱
え
よ
う
と
し
た

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
と
経
典
解
釈
方
法
と
し
て
の
「
古
文
辞
学
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
察
は
別
稿
に
譲
り
、

本
稿
は
こ
こ
で
筆
を
擱
く
こ
と
に
す
る
。

〔
注
〕

（
１
（　
『
荻
生
徂
徠
全
集
』（
み
す
ず
書
房
（
に
拠
る
。
こ
の
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
徂
徠
の
刊
行
さ
れ
た
他
の
著
作
に
つ
い
て
も
、
同
書
に
拠
っ
た
。
な
お
、『
徂

徠
集
』
に
つ
い
て
は
『
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
三
巻
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
（
に
拠
っ
た
。

（
２
（　
『
論
語
徴
』
な
ど
を
検
証
す
る
と
、
徂
徠
が
使
っ
て
い
る
「
古
文
辞
」
は
ほ
と
ん
ど
秦
漢
以
前
の
古
文
を
指
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
明
代
古
文
辞
派
が
使
っ
て
い

た｢

古
文
辞｣

と
い
う
言
葉
は
場
合
に
よ
っ
て
詩
と
宋
代
の
古
文
を
も
含
め
て
い
る
（
黄
卓
越
『
明
永
楽
至
嘉
靖
初
詩
文
観
研
究
』
北
京
師
範
大
学
、
二
〇
〇
一

年
、
十
四
、八
十
七
、八
十
八
頁
を
参
照
（。
と
も
か
く
、
中
国
文
学
に
お
け
る
「
古
文
辞
」
と
い
う
言
葉
の
用
法
に
対
す
る
よ
り
詳
細
な
考
証
が
必
要
だ
が
、
こ

れ
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
。

（
３
（　

こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
豊
田
穣｢

李
・
王
の
文
学
と
徂
徠
の
詩
文｣

（
漢
学
会
雑
誌
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
四
〇
年
（
と
、
吉
川
幸
次
郎
「
徂

徠
学
案
」（『
日
本
思
想
大
系
三
六　

荻
生
徂
徠
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
（、
前
野
直
彬｢

徂
徠
と
中
国
語
お
よ
び
中
国
文
学｣

（『
日
本
の
名
著
一
六　

荻
生

徂
徠
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
年
（、
日
野
龍
夫
『
徂
徠
学
派
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
五
年
（
と
、
高
橋
博
巳
「
古
文
辞
と
思
想
」（『
宮
城
工
業
高
等
専
門

学
校　

研
究
紀
要
』
一
九
号
、
一
九
八
三
年
（
と
、
片
岡
龍
「
十
七
世
紀
の
学
術
思
潮
と
荻
生
徂
徠
」（『
中
国―

―

社
会
と
文
化
』
一
六
号
、
二
〇
〇
一
年
（
な

ど
が
あ
る
。

（
４
（　

吉
川
幸
次
郎
、
前
掲
論
文
、
六
六
八
頁
を
参
照
。

（
５
（　

同
上
、
六
九
七
～
七
一
四
頁
を
参
照
。

（
６
（　

片
岡
龍
、
前
掲
論
文 

、
一
五
七
～
一
六
三
頁
を
参
照
。

（
７
（　
「
鳳
鳥
不
至
」（『
吉
川
幸
次
郎
全
集　

二
三
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
（、
一
一
九
、一
二
〇
頁
を
参
照
。

（
８
（　

吉
川
幸
次
郎
「
徂
徠
学
案
」、
六
六
六
～
六
六
九
、六
九
八
頁
を
参
照
。

（
９
（　
『
古
今
詩
刪
』
を
除
い
て
、
表
二
で
掲
載
さ
れ
た
十
三
種
の
異
本
に
は
、
さ
ら
に
分
け
て
み
る
と
二
種
類
の
『
唐
詩
広
選
』
と
八
種
類
の
蔣
一
葵
註
釈
本
の
異

本
が
あ
る
の
で
、
合
計
す
る
と
、
二
十
一
の
異
本
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

（
（0
（　

井
上
進
『
中
国
出
版
文
化
史
』（
名
古
屋
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
（、
第
十
四
章
を
参
照
。

（
（（
（　
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』（
長
沢
規
矩
也
編
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
四
～
一
九
七
九
年
（
を
参
照
。
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（
（（
（　
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』（
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
、
井
上
書
房
、
一
九
六
二
～
一
九
六
四
年
（
を
参
照
。

（
（（
（　
『
藤
原
先
生
文
集
』（『
藤
原
惺
窩
集
』
國
民
精
神
文
化
研
究
所
、
一
九
三
八
年
（、
巻
十
一
「
與
林
道
春
九
」、
一
五
一
頁
。

（
（（
（　

同
上
、「
與
林
道
春
一
〇
」、
一
五
一
頁
。

（
（5
（　

同
上
、 ｢

與
林
道
春
四｣

、
一
四
九
頁
。

（
（6
（　

大
島
晃
「
林
羅
山
の
「
文
」
の
意
識
（
其
之
一
（―

―

「
読
書
」
と
「
文
」」（『
漢
文
学　

解
釈
と
研
究
』
一
号
、
一
九
九
八
年
（、
一
九
～
二
〇
頁
。

（
（（
（　
『
林
羅
山
文
集
』（
京
都
史
蹟
會
編
纂
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
一
八
年
（
巻
五
「
示
堀
正
意
」、
四
五
頁
。

（
（8
（　

同
上
、『
随
筆　

七
』、
巻
七
十
一
、八
八
五
頁
。

（
（9
（　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
本
に
拠
る
。

（
（0
（　

豊
田
穣
、
前
掲
論
文
、
四
五
頁
を
参
照
。『
活
所
備
忘
録
』
の
引
用
文
は
豊
田
論
文
か
ら
転
引
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
（（
（　
『
格
物
餘
話
』（『
益
軒
全
集　

巻
之
二
』
益
軒
会
編
纂
、
一
九
一
〇
年
（、
三
二
八
頁
。

（
（（
（　
『
初
学
詩
法
』（『
日
本
詩
話
叢
書　

第
三
巻
』
鳳
出
版
、
一
九
七
二
年
（、
一
頁
。

（
（（
（　
『
先
哲
叢
談
続
編
』（『
近
世
文
芸
者
伝
記
叢
書
』
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
八
年
（、
巻
四
、二
一
五
頁
。

（
（（
（　
『
白
石
先
生
詩
範
』（『
日
本
詩
話
叢
書　

第
一
巻
』
鳳
出
版
、
一
九
七
二
年
（、
二
頁
。

（
（5
（　
『
蘐
園
雜
話
』（『
続
日
本
随
筆
大
成　

第
四
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
（、
一
〇
四
頁
。

（
（6
（　
『
徂
徠
集
』
巻
二
十
二
「
與
平
子
和
第
二
書
」
を
参
照
。

（
（（
（　
『
唐
詩
選
』
の
盛
唐
詩
は
全
体
の
六
六
％
を
占
め
て
他
を
圧
倒
し
て
い
る
（
中
島
敏
夫
『
唐
詩
選
上　

中
国
の
古
典
二
七
』
学
習
研
究
社
、
一
九
八
二
年
（、

二
二
頁
を
参
照
（。

（
（8
（　
『
室
新
詩
評
』（『
新
井
白
石
全
集　

第
六
巻
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
（
を
参
照
。

（
（9
（　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
本
に
拠
る
。

（
（0
（　
『
先
哲
叢
談
続
編　

二
』、
巻
三
、一
六
六
頁
。

（
（（
（　
『
和
刻
本
漢
詩
集
成　

総
集
編
第
六
輯
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
（、
一
六
四
頁
。

（
（（
（　

正
徳
度
の
朝
鮮
通
信
使
で
あ
る
趙
泰
億
が
『
白
石
詩
草
』（『
新
井
白
石
全
集　

第
五
巻
』（
の
た
め
に
書
い
た
序
文
を
参
照
。

（
（（
（　

池
沢
一
郎
「
新
井
白
石
と
宋
詩―

―

白
石
漢
詩
に
お
け
る
蘇
軾
・
唐
庚
・
王
安
石
の
影
響―

―

」（『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
三
一
七
号
、
一
九
九
九
年
（。

（
（（
（　

吉
川
幸
次
郎
、
前
掲
書
、
六
四
六
頁
。

（
（5
（　

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
に
拠
る
。

（
（6
（　

平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』（
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
（、
三
〇
頁
な
ど
を
参
照
。
以
下
、
徂
徠
関
係
の
事
跡
は
こ
の
『
年
譜
考
』
に
拠
る
。

（
（（
（　

筆
者
が
利
用
し
た
版
本
に
つ
い
て
は
、『
詩
題
苑
』『
絶
句
解
拾
遺
』
は
服
部
文
庫
所
蔵
本
、『
唐
後
詩
』『
絶
句
解
』『
四
家
雋
』『
古
文
矩
』
は
東
京
大
学
総
合

図
書
館
所
蔵
本
に
拠
る
。



徳川前期における明代古文辞派の受容と荻生徂徠の ｢古文辞学｣

— 71 —

（
（8
（　｢

訳
文
の
学｣

に
つ
い
て
は
、
拙
稿｢

徳
川
前
期
に
お
け
る
漢
文
研
究
と
翻
訳―

訓
読
と
荻
生
徂
徠
の
訓
読
批
判
・
翻
訳
方
法
論
を
め
ぐ
っ
て―

｣

（『
年
報　

地
域
文
化
研
究
』
一
〇
号
、
二
〇
〇
七
年
（。

（
（9
（　

南
郭
『
物
夫
子
著
述
書
目
』（『
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
七
巻　

南
郭
先
生
文
集
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
、
三
八
〇
頁
を
参
照
（
に
は
、『
古
文
矩
』
が

「
中
歳
作
未
成
者
、
或
起
端
而
不
竟
者
」
と
さ
れ
た
。
灊
水
の
『
物
夫
子
著
述
書
目
補
記
』
に
は
『
古
文
矩
』
を
「
五
十
歳
以
後
」
の
書
と
さ
れ
て
い
る
。

（
（0
（　
『
蘐
園
雑
話
』
に
は
「
唐
詩
典
刑
」
は
、『
唐
後
詩
』
の
凡
例
に
書
れ
た
り
。『
唐
後
詩
』
も
と
は
「
唐
詩
典
刑
」
と
云
。『
四
家
雋
』
を
「
漢
後
文
」
と
云
た
る

を
、
後
に
名
を
改
た
り
と
ぞ
」
と
あ
る
。

（
（（
（　
『
徂
徠
先
生
年
譜
考
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
に
徂
徠
が
春
台
に
『
四
家
雋
』
中
の
韓
柳
雋
の
校
訂
を
頼
ん
だ
。

（
（（
（　｢

十
三
家｣

と
は
、『
左
伝
』（『
国
語
』
を
含
め
る
（『
戦
国
策
』『
老
子
』『
荘
子
』『
列
子
』『
呂
氏
春
秋
』『
淮
南
子
』『
離
騒
』『
荀
子
』『
史
記
』『
漢
書
』『
文

選
』
で
あ
る
。
白
石
眞
子
「
荻
生
徂
徠
『
四
家
雋
』
に
見
え
る
文
論
」『
上
智
大
学
国
文
学
論
集
』
三
〇
号
、
一
九
九
六
年
、
注
一
四
を
参
照
。

（
（（
（　
『
南
郭
文
集
』「
物
夫
子
著
述
書
目
記
」、
三
八
〇
頁
を
参
照
。

（
（（
（　
『
徂
徠
集
稿
』
は
慶
応
義
塾
図
書
館
所
蔵
本
に
拠
る
。

（
（5
（　

服
部
文
庫
所
蔵
本
に
拠
る
。

（
（6
（　

原
文
は
「
曩
徂
徠
先
生
欲
選
明
詩
諸
體
偏
為
之
解
、
五
七
言
絶
句
律
詩
選
漸
成
、
著
述
多
端
、
未
及
終
而
歾
。
初
命
曰
『
唐
詩
典
刑
』
首
載
例
言
數
條
、
後

改
曰
『
唐
後
詩
』
而
不
載
例
言
、
其
『
五
言
絶
句
』『
滄
溟
七
言
絶
句
解
』
先
成
、
後
有
刪
去
、
命
曰
『
絶
句
解
』、
其
刪
去
者
、
門
人
以
其
解
之
可
惜
也
輯
之
、

且
附
弇
州
七
言
絶
句
解
摠
題
曰
『
絶
句
解
拾
遺
』
云
」
で
あ
る
。
な
お
、
出
版
さ
れ
た
『
唐
後
詩
』
の
表
記
に
は
「
是
編
全
部
十
集
、
歳
陽
為
號
、
梨
棗
之
費
独

力
難
支
、
故
先
刻
庚
辛
二
集
、
以
便
初
学
。
自
餘
八
集
行
嗣
出
、
終
完
璧
観
者
、
其
勿
以
残
本
畸
冊
視
之
哉
」
と
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
当
時
、
徂
徠

は
確
か
に
あ
ら
ゆ
る
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
を
包
括
し
た
明
代
古
文
辞
派
の
詩
集
を
編
纂
・
出
版
す
る
計
画
が
あ
っ
た
が
、
経
費
の
問
題
で
、
と
り
あ
え
ず
庚
・
辛
二
集

（
五
言
絶
句
、
七
言
絶
句
（
を
出
版
し
た
の
で
あ
る
。
後
に
、
丁
（
五
言
律
詩
（
も
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
つ
い
に
完
全
な
形
で
出
版
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
具
体
的
に
検
証
す
る
と
、
灊
水
が
言
う
よ
う
に
、『
絶
句
解
』
に
収
録
さ
れ
た
五
言
絶
句
一
〇
〇
首
は
殆
ど
す
べ
て
出
版
さ
れ
た
『
唐
後
詩
』
庚
集
の
二
〇
六

首
五
言
絶
句
に
収
録
さ
れ
、『
絶
句
解
』
に
収
録
さ
れ
た
李
攀
龍
の
七
言
絶
句
三
〇
〇
首
も
『
唐
後
詩
』
の
辛
集
に
収
録
さ
れ
た
七
言
絶
句
三
〇
〇
首
と
全
く
同

じ
で
あ
る
。

（
（（
（　

其
五
言
絶
句
一
百
首
七
言
絶
句
三
百
首
尋
為
之
訓
詁
、
將
循
循
二
三
子
也
。
後
罹
災
七
絶
亡
則
復
撰
補
之
、
其
黽
勉
不
倦
為
是
乎｣

（「
絶
句
解
序
」（。

（
（8
（　
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』、
一
四
四
頁
を
参
照
。

（
（9
（　

原
文
は
「
故
今
抄
明
詩
、
傳
之
寒
郷
学
者
、
使
藉
是
以
識
百
年
内
外
、
亦
有
能
游
泳
夫
開
元
天
寶
盛
者
已
」
で
あ
る
。

（
50
（　

服
部
文
庫
所
蔵
本
に
拠
る
。

（
5（
（　
『
滄
溟
先
生
集
』（
包
敬
第
校
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
（、
十
六
巻
、
送
王
元
美
序
を
参
照
。

（
5（
（　
『
弇
州
四
部
稿　

四
庫
明
人
文
集
叢
刊
』（
以
下
四
部
稿
と
略
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
（、
五
十
七
巻
、
贈
李
于
鱗
序
。

（
5（
（　

同
上
、
六
十
八
巻
、「
古
四
大
家
摘
言
序
」。
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（
5（
（　
『
訓
訳
示
蒙
』
総
論
を
参
照
。

（
55
（　
『
明
史
』、
二
百
八
十
六
巻
、｢

文
苑
二｣

李
夢
陽
を
参
照
。

（
56
（　
『
芸
苑
巵
言
』
は
、『
四
部
稿
』
一
百
四
十
七
巻
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
拠
る
。

（
5（
（　
『
弇
州
続
稿
』
の
引
用
は
上
海
古
籍
出
版
社
の
四
庫
明
人
文
集
叢
刊
本
に
よ
る
。

（
58
（　

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
本
に
拠
る
。

（
59
（　

徂
徠
の
道
論
と
歴
史
観
に
つ
い
て
は
、
拙
稿｢

歴
史
家
と
し
て
の
荻
生
徂
徠―
―

中
国
・
日
本
の
歴
史
に
対
す
る
認
識
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
国―

社
会
と
文

化
』
二
一
号
、
二
〇
〇
六
年
（。

（
60
（　

王
世
懋
『
藝
圃
擷
餘
』（『
歴
代
詩
話
』、
芸
文
印
書
館
、
一
九
九
一
年
（、
五
〇
〇
頁
を
参
照
。

（
6（
（　

例
え
ば
、
王
自
身
は
李
の
文
を
、「
意
深
而
詞
博
、
微
苦
纏
擾
。
銘
辞
奇
雅
而
寡
変
、
記
辞
古
峻
而
太
琢
」
と
批
評
し
て
い
る
。（
芸
苑
巵
言
巻
七
（。

（
6（
（　
「
二
人
（
王
世
貞
と
荻
生
徂
徠―

―

筆
者
（
心
酔
滄
溟
、
誤
其
一
生
、
理
之
不
可
解
也
」（『
拙
堂
文
話
評
』（『
日
本
芸
林
叢
書　

第
四
巻
』
一
九
二
九
年
（、
六

頁
を
参
照
。
な
お
、
徂
徠
の
弟
子
で
あ
る
太
宰
春
台
及
び
太
宰
春
台
の
弟
子
で
あ
る
五
味
釜
川
の
李
攀
龍
文
章
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
、 『
春
台
先
生
紫
芝
園

稿
』（『
近
世
儒
家
文
集
集
成　

第
六
巻
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
六
年
（、
巻
十｢

読
李
于
鱗
文｣

と
、
五
味
釜
川
『
明
文
批
評
』（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵

本
（
参
照
。

（
6（
（　

徂
徠
集
巻
二
十
三
、
與
藪
震
庵
四 

を
参
照
。

（
6（
（　
『
徂
徠
集
』
巻
二
十
七
、
答
屈
景
山
一
を
参
照
。
な
お
、
彼
は
『
四
家
雋
』
で
、｢

此
段
援
漢
証
今
者
三
層｣

（
巻
三
、
送
袁
履
善
郎
中
讞
獄
広
州
序
（
と
い
う

よ
う
な
評
語
を
述
べ
、
そ
の
修
辞
技
法
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
65
（　
「
蓋
古
字
少
、
寧
假
借
、
必
諧
聲
韻
、
無
弗
雅
者
」（『
滄
溟
先
生
集
』
巻
十
五
「
三
韻
類
押
序
」（
と
あ
る
。
ま
た
、
徂
徠
は｢

于
鱗
於
盛
唐
諸
家
外
、
別
搆
高

華
一
色
、
而
終
不
離
盛
唐
。
細
眎
其
集
中
、
一
篇
一
什
、
亦
皆
粋
然
不
外
斯
色｣

（
徂
徠
集
、
巻
十
九
題
唐
後
詩
総
論
後
（
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、『
四
家
雋
』

で
も
李
の
文
を
、｢

此
篇
五
色
燦
爛
奪
人｣

（
巻
之
三
、
贈
王
元
美
按
察
青
州
諸
郡
序
（
と
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

（
66
（　｢

学
詩
之
方
、
当
学
其
辞｣

（
徂
徠
集
巻
二
十
七
、
與
竹
春
庵
五
（
を
参
照
。

（
6（
（　

松
下
忠
『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論―

―

明
・
清
の
詩
論
と
そ
の
摂
取―

―
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
二
年
（、
総
論
第
六
節
な
ど
を
参
照
。

（
68
（　

陳
国
球
『
唐
詩
的
伝
承―

―

明
代
復
古
詩
論
的
研
究
』（
学
生
書
局
、
一
九
九
〇
年
（、
三
五
頁
を
参
照
。

（
69
（　

鈴
木
虎
雄
『
支
那
詩
論
史
』
弘
文
堂
、
一
九
二
八
年
（、
一
七
〇
～
一
七
三
頁
を
参
照
。

（
（0
（　

同
上
。

（
（（
（　
『
麓
堂
詩
話
』（『
歴
代
詩
話
』（、
序
を
参
照
。

（
（（
（　
「
格
調
」
と
い
う
詩
学
概
念
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
陳
岸
峰｢

格
調
的
追
求―

―

論
沈
德
潛
對
明
清
詩
學
的
傳
承
與
突
破｣

（『
漢
学
研
究
』
第
二
十
四
巻
第
二

期
、
二
〇
〇
六
年
（、
二
二
七
～
二
三
一
頁
を
参
照
。

（
（（
（　 

陳
文
新
『
明
代
詩
学
的　

進
程
与
主
要
理
論
問
題
』（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
（、
二
四
九
頁
を
参
照
。
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（
（（
（　

徐
禎
卿
『
談
藝
録
』（『
歴
代
詩
話
』（
を
参
照
。

（
（5
（　
『
詩
藪
』（『
全
明
詩
話　

三
』
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
五
年
（、
內
編
卷
五
。

（
（6
（　
『
四
溟
詩
話
』（『
歴
代
詩
話
』（、
巻
四
を
参
照
。

（
（（
（　｢
李
于
鱗
如
峨
眉
積
雪
、
閬
風
蒸
霞
、
高
華
気
色
、
罕
見
其
比｣

（
芸
苑
巵
言
巻
五
（
を
参
照
。

（
（8
（　
『
徂
徠
集
』
巻
二
十
一
、｢

與
県
次
公
四｣

を
参
照
。
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